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国 不 建 第 ４ ７ 号 

令和６年６月２１日 

 

 

建設業者団体の長 殿 

 

 

国土交通省不動産・建設経済局建設業課長 

 

 

公共工事の品質確保の促進に関する法律等の一部を改正する法律の公布・施行

及び建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の 

一部を改正する法律の公布について（通知） 

 

 

 建設業は、「社会資本の整備・管理の担い手」であるとともに、災害時におけ

る「地域の守り手」として、国民生活や社会経済を支える極めて重要な役割を担

っています。一方で、厳しい就労条件を背景に、就業者数は減少を続けていると

ころであり、建設業がその役割を将来にわたって果たし続けられるようにする

ためには、必要な担い手の確保に向けた対策を強化することが急務です。 

 

 インフラ整備や地域づくりを支える建設業等がその役割を果たし続けられる

よう、担い手の確保、地域建設業等の維持、生産性向上、発注体制の強化に係る

規定を整備するため、公共工事の品質確保の促進に関する法律等の一部を改正

する法律（令和６年法律第 54 号。以下「改正品確法」という。）により、公共工

事の品質確保の促進に関する法律（平成 17 年法律第 18 号。以下「品確法」とい

う。）等の一部改正が行われました。 

 改正品確法は、同年６月 12 日に成立し、同月 19 日に公布・施行※１されまし

た。 

※１ 測量法の一部改正（資格の在り方の検討規定を除く。）及びそれに伴う経過措置は

令和７年４月１日から施行されます。 

 

 また、処遇改善、働き方改革、生産性向上などに総合的に取り組むべく、下記

のとおり、建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律

の一部を改正する法律（令和６年法律第 49 号。以下「改正法」という。）により、

建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）等の一部改正を行いました。 

 改正法は、令和６年６月７日に成立し、同月 14 日に公布されており、原則と

して公布の日から起算して１年６か月を超えない範囲内※２において政令で定め

る日から施行されます。 
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※２ 下記二(10)及び(11)は、公布の日から起算して３か月を超えない範囲内において、

下記二(1)、(5)～(9)及び下記三(3)～(5)は、公布の日から起算して６か月を超えな

い範囲内において、それぞれ政令で定める日から施行されます。 

 

 貴職におかれましては、下記の内容をご了知いただくとともに、適切な対応を

図られますようお願いいたします。また、貴団体傘下の建設業者に対し、周知を

お願いいたします。 

 

記 

 

一 改正品確法関係 

品確法、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成 12 年

法律第 127 号）及び測量法（昭和 24 年法律第 188 号）を改正する本法は、イ

ンフラ整備や地域づくりを支える建設業等がその役割を果たし続けられるよ

う、担い手確保、地域建設業等の維持、生産性の向上、発注体制の強化に係る

規定を整備するものであり、その内容は別添のとおりである。公共工事等の発

注者におかれては、本法の趣旨を踏まえて、発注関係事務を適切に実施される

よう努められたい。 

なお、本法の運用上の留意事項等については、改正後の品確法第９条の規定

により定められる基本方針及び同法第 22 条の規定により定められる発注関係

事務の運用に関する指針（以下「運用指針」という。）において定めることを

予定している。これらの内容については、その策定後改めて通知する。 

運用指針は、国が、地方公共団体や事業者等の意見を聴いて定めることとさ

れており、発注者共通のルールとなるものである。今後、運用指針の策定に当

たっては、ご協力いただきたい。 

 

 

二 建設業法の一部改正関係 

（１）請負契約の締結に際する書面の記載事項の追加（第 19 条第１項関係） 

 資材等の高騰等に伴う価格転嫁を円滑化するため、建設工事の請負契約を

締結するに際しては、価格等の変動又は変更に基づく工事内容の変更及び請

負代金の変更額の算定方法に関する定めを書面に記載しなければならない

こととされた。 

 

（２）建設業者による不当に低い請負代金による請負契約の締結の禁止（第 19

条の３第２項関係） 

 建設業者は、自らが保有する低廉な資材を建設工事に用いることができる

ことその他の国土交通省令で定める正当な理由がある場合を除き、その請け

負う建設工事を施工するために通常必要と認められる原価に満たない金額

を請負代金の額とする請負契約を締結してはならないこととされた。 



   

3 

 

（３）建設業者による著しく短い工期による請負契約の締結の禁止（第 19 条

の５第２項関係） 

 建設業者は、その請け負う建設工事を施工するために通常必要と認められ

る期間に比して著しく短い期間を工期とする請負契約を締結してはならな

いこととされた。 

 

（４）著しく低い額による建設工事の見積りの禁止等（第 20 条関係） 

①材料費等記載見積書の作成及び交付 

建設業者は、建設工事の請負契約を締結するに際しては、工事内容に応じ、

工事の種別ごとの材料費、労務費及び当該建設工事に従事する労働者による

適正な施工を確保するために不可欠な経費として国土交通省令で定めるも

の（以下「材料費等」という。）その他当該建設工事の施工のために必要な

経費の内訳並びに工事の工程ごとの作業及びその準備に必要な日数を記載

した建設工事の見積書（以下「材料費等記載見積書」という。）を作成する

よう努めることとされ、材料費等記載見積書に記載する材料費等の額は、当

該建設工事を施工するために通常必要と認められる材料費等の額を著しく

下回るものであってはならないこととされた。 

さらに、建設工事の注文者は、建設工事の請負契約を締結するに際しては、

当該建設工事に係る材料費等記載見積書の内容を考慮するよう努めること

とされ、建設業者は、建設工事の注文者から請求があったときは、請負契約

が成立するまでに当該材料費等記載見積書を交付しなければならないこと

とされた。 

②著しく低い材料費等の額による見積り依頼及び請負契約の締結の禁止 

建設工事の注文者は、材料費等記載見積書を交付した建設業者に対し、そ

の材料費等の額について当該建設工事を施工するために通常必要と認めら

れる材料費等の額を著しく下回ることとなるような変更を求めてはならな

いこととされ、これに違反した発注者が当該求めに応じて変更された見積書

の内容に基づき建設業者と請負契約（当該請負契約に係る建設工事を施工す

るために通常必要と認められる費用の額が政令で定める金額以上であるも

のに限る。）を締結した場合において、国土交通大臣及び都道府県知事は、

当該建設工事の適正な施工の確保を図るため特に必要があると認めるとき

は当該発注者に対して必要な勧告等をすることができることとされた。 

 

（５）工期等に影響を及ぼす事象に関する情報の通知等（第 20 条の２関係） 

 建設業者は、その請け負う建設工事について、主要な資材の供給の著しい

減少、資材の価格の高騰等の工期又は請負代金の額に影響を及ぼすものとし

て国土交通省令で定める事象が発生するおそれがあると認めるときは、請負

契約を締結するまでに、注文者に対してその旨を当該事象の状況の把握のた

め必要な情報と併せて通知しなければならないこととされた。  

 さらに、この通知をした建設業者は、請負契約の締結後、当該通知に係る
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事象が発生した場合には、注文者に対して工期の変更、工事内容の変更又は

請負代金の額の変更についての協議を申し出ることができることとし、当該

協議の申出を受けた注文者は、正当な理由がある場合を除き誠実に当該協議

に応ずるよう努めることとされた。 

 

（６）労働者の適切な処遇の確保に関する建設業者の責務（第 25 条の 27 第２

項関係） 

建設業者は、その労働者が有する知識、技能その他の能力についての公正

な評価に基づく適正な賃金の支払その他の労働者の適切な処遇を確保する

ための措置を効果的に実施するよう努めることとされた。 

 

（７）情報通信技術を活用した建設工事の適正な施工の確保（第 25 条の 28 関

係） 

特定建設業者は、工事の施工の管理に関する情報システムの整備等の建設

工事の適正な施工を確保するために必要な情報通信技術の活用に関し必要

な措置を講ずるよう努めるとともに、発注者から直接建設工事を請け負った

場合においては、当該建設工事の下請負人が、その下請負に係る建設工事の

施工に関して当該特定建設業者が講ずる当該措置の実施のために必要な措

置を講ずることができることとなるよう、当該下請負人の指導に努めること

とされた。 

また、国土交通大臣は、当該措置に関して、その適切かつ有効な実施を図

るための指針となるべき事項を定め、これを公表することとされた。 

 

（８）監理技術者等の専任義務の合理化（第 26 条第３項関係） 

工事現場ごとに主任技術者又は監理技術者（以下「監理技術者等」という。）

を専任で置くべき建設工事について、当該建設工事の請負代金の額が政令で

定める金額未満であり、かつ、監理技術者等が当該建設工事の工事現場の状

況の確認等の職務を情報通信技術の利用により行うため必要な措置が講じ

られる等の国土交通省令で定める要件に該当する場合には、当該監理技術者

等の専任を要しないこととされた（監理技術者等の適切な遂行に支障を生じ

るおそれがないものとして政令で定める数を超える場合は除く。）。 

 

（９）営業所技術者等に関する監理技術者等の職務の特例（第 26 条の５関係） 

 建設業者は、工事現場ごとに監理技術者等を専任で置くべき建設工事につ

いて、当該建設工事の請負代金の額が政令で定める金額未満であり、かつ、

その営業所の営業所技術者等※３が当該営業所及び当該建設工事の工事現場

の状況の確認等の職務を情報通信技術の利用により行うため必要な措置が

講じられる等の国土交通省令で定める要件に該当する場合には、当該営業所

技術者等に監理技術者等の職務を兼ねて行わせることができることとされ

た（工事現場の数が、営業所技術者等の営業所職務等の適切な遂行に支障が
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生じるおそれがないものとして政令で定める数を超える場合は除く。）。 

※３ 建設工事の請負契約の締結及び履行の業務に関する技術上の管理をつかさど

る者であって一定の要件を満たす者 

 

（10）建設工事の労務費に関する基準の作成等（第 34 条関係） 

 中央建設業審議会は、建設工事の労務費に関する基準を作成し、その実施

を勧告することができることとされた。 

 

（11）国土交通大臣による調査等（第 40 条の４関係） 

 国土交通大臣は、請負契約の適正化及び建設工事に従事する者の適正な処

遇の確保を図るため、建設業者に対して、建設工事の請負契約の締結の状況、

（５）の規定による通知又は協議の状況、（６）に規定する措置の実施の状況

その他の国土交通省令で定める事項につき必要な調査及びその結果の公表

を行うとともに、中央建設業審議会に対し、当該結果を報告することとされ

た。 

 

なお、政省令及び指針で定める事項は、詳細が決定し次第追って通知する。 

 

 

三 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の一部改正関係 

  （１）公共工事の受注者の違反行為に関する事実の通知（第 11 条関係） 

各省各庁の長等は、公共工事の受注者である建設業者が、建設業法第 19

の３第２項、第 19 条の５第２項※４、第 20 条第２項及び第６項のいずれか

の規定に違反する行為※５をしていると疑うに足りる事実があるときは、国

土交通大臣等に対し、その事実を通知しなければならないこととされた。 

※４ 第 19 条の５第１項は現行規定において対象とされていたもの。 

※５ 具体的な違反行為は以下のとおり。 

・ 公共工事の受注者である建設業者が、自らが保有する低廉な資材を建設工事

に用いることができること等の正当な理由がある場合を除き、その請け負う建

設工事を施工するために通常必要と認められる原価に満たない金額を請負代金

の額とする請負契約を締結すること。 

・ 公共工事の受注者である建設業者が、その請け負う建設工事を施工するため

に通常必要と認められる期間に比して著しく短い期間を工期とする請負契約を

締結すること。 

・ 公共工事の受注者である建設業者が建設工事の請負契約を締結する際に作成

した、材料費等記載見積書に記載する材料費等の額が、当該建設工事を施工す

るために通常必要と認められる材料費等の額を著しく下回るものとすること。 

・ 建設工事の注文者（公共工事の受注者である建設業者）が、材料費等記載見

積書を交付した建設業者に対し、その材料費等の額について当該建設工事を施

工するために通常必要と認められる材料費等の額を著しく下回ることとなるよ

うな変更を求めること。 
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    （２）入札金額の内訳の提出（第 12 条関係）  

建設業者が公共工事の入札に係る申込みの際に提出する書類のうち、入札

金額の内訳を記載した書類において国土交通省令で定める材料費等を記載

することを明確化することとされた。 

 

  （３）工期等に影響を及ぼす事象が発生した場合における各省各庁の長等の

責務（第 13 条第２項関係）  

各省各庁の長等は、公共工事について、その工期又は請負代金の額に影響

を及ぼす国土交通省令で定める事象が発生した場合において、公共工事の受

注者が請負契約の変更について協議を申し出たときは、誠実に当該協議に応

じなければならないこととされた。 

 

  （４）施工体制台帳の写しの提出義務の合理化（第 15 条第２項関係） 

発注者から公共工事を直接請け負った建設業者が下請契約を締結した場

合は、その公共工事に関する工事現場の施工体制等を記載した施工体制台帳

を作成することとされており、当該施工体制台帳の写しを発注者に提出する

こととされているが、発注者がその施工体制について、情報通信技術を利用

する方法により確認することができる国土交通省令で定める措置を講じて

いる場合には、当該写しの提出を要しないこととされた。 

 

  （５）情報通信技術を活用した公共工事の適正な施工の確保（第 16 条及び第

17 条第２項関係） 

公共工事の受注者である建設業者は、工事の施工の管理に関する情報シス

テムの整備等の建設工事の適正な施工を確保するために必要な情報通信技

術の活用に関し必要な措置を講ずるよう努めることとされた。 

また、発注者から直接公共工事を請け負った建設業者は、その建設工事の

下請負人が、その下請負に係る建設工事の施工に関してその建設業者が講ず

る措置の実施のために必要な措置を講ずることができるよう、下請負人の指

導に努めることとされた。 

さらに、各省各庁の長等は、上記の措置が適確に講じられるよう、その建

設業者に対し、必要な助言、指導等の援助を行うよう努めることとされた。 

 

なお、政省令で定める事項については、詳細が決定し次第追って通知する。 

 

 

以上 





インフラ整備の担い手・地域の守り手である建設業等がその役割を果たし続けるため、以下の喫緊の課題の解消に取り組む必要

公共工事の品質確保の促進に関する法律等の一部を改正する法律 概要
※公共工事の品質確保の促進に関する法律（H17法18）、公共工事の入札及び契約の適正化に関する法律（H12法127）及び測量法（S24法188）の改正

改正の概要

担い手確保
働き方改革・処遇改善の推進、適切な価格転嫁

地域建設業等の維持
適切な入札条件での発注、災害対応力の強化

生産性向上
新技術の活用促進、技術開発推進

これらの課題に対し、公共工事から取組を加速化・牽引することで、将来にわたる公共工事の品質確保・持続可能な建設業等を実現

背景・必要性

公共工事等の発注体制の強化

休日の確保の推進（基本理念・国・地方公共団体・受注者）
・国が実態を把握･公表し、施策の策定･実施
・自治体内の関係部局が連携した平準化の促進
処遇改善の推進（国・発注者・受注者）
・労務費･賃金の支払実態を国が把握･公表し、施策を策定･実施
・能力に応じた適切な処遇の確保
・適切な価格転嫁対策※による労務費へのしわ寄せ防止

※ スライド条項の設定、運用基準の策定、適切な代金変更
担い手確保のための環境整備（国・地方公共団体・受注者）
・担い手の中⾧期的な育成･確保に必要な措置※の実施

※ 訓練法人支援、学校と業界の連携、 外国人など多様な人材確保

・品質確保や担い手の活動につき国民の関心を深める広報活動
・担い手確保に留意した調査等に係る資格等の評価･運用の検討

・測量士等の確保（養成施設や資格に係る要件の柔軟化、資格の在り方の検討規定） ・測量業の登録に係る暴力団排除規定 等測量業の
担い手確保

２．地域建設業等の維持に向けた環境整備
適切な入札条件等での発注の推進（発注者）
・地域の実情を踏まえた適切な条件・発注規模等による発注等

災害対応力の強化（受注者・発注者）
・災害対応経験者による被害把握
・技術力ある業者と地域の業者が連携した迅速復旧、技術移転等
・災害工事での労災保険契約の締結促進、予定価格への反映

技術開発の推進（国）
・技術開発の継続的な推進、民間事業者間の連携促進

新技術の活用・脱炭素化の促進（基本理念・発注者）
・調査等や発注から維持管理までのICT活用（データの活用、データ引継等）

・脱炭素化の促進 ・新技術活用の適切な評価、予定価格への反映

３．新技術の活用等による生産性向上

発注者への支援充実（国・地方公共団体）
・発注職員の育成支援、発注事務の実態把握･助言
・維持管理を広域的に行うための連携体制構築

入札契約の適正化に係る実効確保（国）
・国が定める入札契約適正化指針の記載事項に「発注体制の整備」を追加
・指針に即した措置の実施を発注者に助言･勧告

４．公共工事の発注体制の強化

１．担い手の確保のための働き方改革・処遇改善

令和6年6月12日成立
令和6年6月19日公布・施行※
（測量法改正の７年４月施行部分を除く。）



 

一 

◎ 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

 

新
旧
対
照
条
文 

○ 
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
十
八
号
）（
第
一
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

現 
 

 

行 

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 
（
略
） 

 

第
三
章 

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等 

 
 

第
一
節 

（
略
） 

 
 

第
二
節 

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
（
第
十
四
条―

第
二
十
一
条
） 

 
 

第
三
節 

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用

及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等
（
第
二
十
二
条―

第
二
十
五
条
） 

 

第
四
章 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
等
（
第
二
十
六
条

―

第
三
十
二
条
） 

 

附
則 

  

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

６ 

公
共
工
事
の
品
質
は
、
公
共
工
事
等
に
関
す
る
技
術
の
研
究
開
発
並
び
に

そ
の
成
果
の
普
及
及
び
実
用
化
が
適
切
に
推
進
さ
れ
、
そ
の
技
術
が
新
た
な

技
術
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

目
次 

 

第
一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

 

第
三
章 

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等 

 
 

第
一
節 

（
略
） 

 
 

第
二
節 

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
（
第
十
四
条―

第
二
十
条
） 

 
 

第
三
節 

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用

及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
四
条
） 

 

（
新
設
） 

  

附
則 

  

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

（
新
設
） 

   



  

二 

７ 

（
略
） 

８ 
公
共
工
事
の
品
質
は
、
地
域
に
お
い
て
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
含
む
社

会
資
本
の
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
地

域
に
お
け
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が
育
成
さ
れ
及
び
確
保
さ
れ

る
と
と
も
に
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
（
以
下
「
災

害
応
急
対
策
工
事
等
」
と
い
う
。
）
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

公
共
工
事
の
品
質
は
、
こ
れ
を
確
保
す
る
上
で
公
共
工
事
等
の
受
注
者
の

み
な
ら
ず
下
請
負
人
及
び
こ
れ
ら
の
者
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働

者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
公
共
工
事
等
に
お

け
る
請
負
契
約
（
下
請
契
約
を
含
む
。
）
の
当
事
者
が
、
各
々
の
対
等
な
立
場

に
お
け
る
合
意
に
基
づ
い
て
、
市
場
に
お
け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
健
康
保

険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主

が
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
（
第
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に

お
い
て
単
に
「
保
険
料
」
と
い
う
。
）
等
を
的
確
に
反
映
し
た
適
正
な
額
の
請

負
代
金
及
び
適
正
な
工
期
又
は
調
査
等
の
履
行
期
（
以
下
「
工
期
等
」
と
い

う
。
）
を
定
め
る
公
正
な
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
請
負
代
金
を
で
き
る
限
り
速

や
か
に
支
払
う
等
信
義
に
従
っ
て
誠
実
に
こ
れ
を
履
行
す
る
と
と
も
に
、
公

共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
日
そ
の
他
の
労
働
条
件
、

安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
適
正
な
整
備
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

（
略
） 

７ 

公
共
工
事
の
品
質
は
、
地
域
に
お
い
て
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
含
む
社

会
資
本
の
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
地

域
に
お
け
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が
育
成
さ
れ
、
及
び
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
が
迅
速

か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た

り
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

公
共
工
事
の
品
質
は
、
こ
れ
を
確
保
す
る
上
で
公
共
工
事
等
の
受
注
者
の

み
な
ら
ず
下
請
負
人
及
び
こ
れ
ら
の
者
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働

者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
公
共
工
事
等
に
お

け
る
請
負
契
約
（
下
請
契
約
を
含
む
。
）
の
当
事
者
が
、
各
々
の
対
等
な
立
場

に
お
け
る
合
意
に
基
づ
い
て
、
市
場
に
お
け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
健
康
保

険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主

が
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
（
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
保
険
料
」
と

い
う
。
）
等
を
的
確
に
反
映
し
た
適
正
な
額
の
請
負
代
金
及
び
適
正
な
工
期
又

は
調
査
等
の
履
行
期
（
以
下
「
工
期
等
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
公
正
な
契
約

を
締
結
し
、
そ
の
請
負
代
金
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
支
払
う
等
信
義
に
従

っ
て
誠
実
に
こ
れ
を
履
行
す
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の

賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の

適
正
な
整
備
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 



 

三 

・
 

（
略
） 

 
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
資
材
、

機
械
、
工
法
等
の
採
用
が
公
共
工
事
の
品
質
の
向
上
に
及
ぼ
す
効
果
が
適
切

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
新
た
な
技
術
の
活
用
が
価
格
の
み
を
理
由

と
し
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
等
、
施
工
及
び
維
持
管
理

の
各
段
階
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
（
令
和

三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
情
報
通
信
技
術
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
活
用
（
当
該
各
段
階
に
お
け
る
デ
ー
タ
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で

作
ら
れ
る
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
適
切
な
引
継
ぎ
及
び
多
様
か
つ
大
量
の
デ
ー
タ
の
適
正
か
つ
効
果
的

な
活
用
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
等
を
通
じ
て
、
そ
の
生
産
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
脱
炭
素
化
（
脱
炭
素
社
会
（
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二

条
の
二
に
規
定
す
る
脱
炭
素
社
会
を
い
う
。
）
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
社
会
経
済
活
動
そ
の
他
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
い
う
。
）
の
排
出
の

量
の
削
減
並
び
に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
第
七

条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
向
け
た
技
術
又
は
工
夫
が
活
用
さ
れ

９
・

 

（
略
） 

（
新
設
） 

   

 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
等
、
施
工
及
び
維
持
管
理

の
各
段
階
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
を
通
じ
て
、
そ
の
生
産
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

      

（
新
設
） 

      



  

四 

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
略
） 

  

（
発
注
者
等
の
責
務
） 

第
七
条 

発
注
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
現
在
及
び
将
来
の
公
共
工
事

の
品
質
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
の
中
長
期

的
な
育
成
及
び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
公
共
工
事
等
の
仕
様
書
及
び
設
計
書

の
作
成
、
予
定
価
格
の
作
成
、
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
選
択
、
契
約
の
相
手

方
の
決
定
、
工
事
等
の
監
督
及
び
検
査
並
び
に
工
事
等
の
実
施
中
及
び
完
了

時
の
施
工
状
況
又
は
調
査
等
の
状
況
（
以
下
「
施
工
状
況
等
」
と
い
う
。
）
の

確
認
及
び
評
価
そ
の
他
の
事
務
（
以
下
「
発
注
関
係
事
務
」
と
い
う
。
）
を
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
等
適
切
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
が
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が

中
長
期
的
に
育
成
さ
れ
及
び
確
保
さ
れ
る
た
め
の
適
正
な
利
潤
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
作
成
さ
れ
た
仕
様
書
及
び
設
計
書
に
基

づ
き
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
、
市
場
に
お
け
る
労
務
及
び
資

材
等
の
取
引
価
格
、
健
康
保
険
法
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主
が

納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
、
公
共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
業
務
上
の
負

傷
等
に
対
す
る
補
償
に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め
の
保
険
契
約
の
保

険
料
、
第
五
項
の
協
定
に
基
づ
き
発
注
者
が
そ
の
実
施
を
要
請
す
る
災
害

応
急
対
策
工
事
等
に
係
る
次
条
第
五
項
の
保
険
契
約
の
保
険
料
、
工
期
等
、

 

 

（
略
） 

  

（
発
注
者
等
の
責
務
） 

第
七
条 

発
注
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
現
在
及
び
将
来
の
公
共
工
事

の
品
質
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
の
中
長
期

的
な
育
成
及
び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
公
共
工
事
等
の
仕
様
書
及
び
設
計
書

の
作
成
、
予
定
価
格
の
作
成
、
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
選
択
、
契
約
の
相
手

方
の
決
定
、
工
事
等
の
監
督
及
び
検
査
並
び
に
工
事
等
の
実
施
中
及
び
完
了

時
の
施
工
状
況
又
は
調
査
等
の
状
況
（
以
下
「
施
工
状
況
等
」
と
い
う
。
）
の

確
認
及
び
評
価
そ
の
他
の
事
務
（
以
下
「
発
注
関
係
事
務
」
と
い
う
。
）
を
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
等
適
切
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
が
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が

中
長
期
的
に
育
成
さ
れ
及
び
確
保
さ
れ
る
た
め
の
適
正
な
利
潤
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
作
成
さ
れ
た
仕
様
書
及
び
設
計
書
に
基

づ
き
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
、
市
場
に
お
け
る
労
務
及
び
資

材
等
の
取
引
価
格
、
健
康
保
険
法
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
業
主
が

納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
、
公
共
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
業
務
上
の
負

傷
等
に
対
す
る
補
償
に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め
の
保
険
契
約
の
保

険
料
、
工
期
等
、
公
共
工
事
等
の
実
施
の
実
態
等
を
的
確
に
反
映
し
た
積

算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
こ
と
。 



 

五 

公
共
工
事
等
の
実
施
の
実
態
等
を
的
確
に
反
映
し
た
積
算
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
こ
と
。 

 

二 
価
格
に
加
え
、
工
期
、
安
全
性
、
生
産
性
、
脱
炭
素
化
に
対
す
る
寄
与
の

程
度
そ
の
他
の
要
素
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
価
値
の
最
も
高
い
資
材
、
機

械
、
工
法
等
（
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
資
材
、
機
械
、
工
法
等
を
含
む
。

第
六
号
に
お
い
て
「
総
合
的
に
価
値
の
最
も
高
い
資
材
等
」
と
い
う
。
）
を

採
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
に
必
要
な
費
用
を
適
切
に
反
映
し
た
積

算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
こ
と
。 

 

三 

入
札
に
付
し
て
も
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
に
起
因
し
て
入
札
者
又
は
落

札
者
が
な
か
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
更
に
入
札
に
付
す
る
と
き
、

災
害
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
通
常
の
積
算
の
方
法
に
よ
っ
て
は
適

正
な
予
定
価
格
の
算
定
が
困
難
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
入
札
に
参
加
す
る
者
か
ら
当
該
入
札
に
係
る
工
事
等
の
全

部
又
は
一
部
の
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
算
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
予
定
価
格
を
定
め
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
契

約
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

四
・
五 

（
略
） 

 

六 

公
共
工
事
等
の
発
注
に
関
し
、
経
済
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
総
合
的
に
価

値
の
最
も
高
い
資
材
等
を
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

七 

地
域
に
お
け
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が
中
長
期
的
に
育
成

さ
れ
及
び
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
競
争
に
参
加
す

   

（
新
設
） 

      

二 

入
札
に
付
し
て
も
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
に
起
因
し
て
入
札
者
又
は
落

札
者
が
な
か
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
更
に
入
札
に
付
す
る
と
き
、

災
害
に
よ
り
通
常
の
積
算
の
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
予
定
価
格
の
算
定

が
困
難
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
入
札
に

参
加
す
る
者
か
ら
当
該
入
札
に
係
る
工
事
等
の
全
部
又
は
一
部
の
見
積
書

を
徴
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
正

な
予
定
価
格
を
定
め
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。 

 
三
・
四 

（
略
） 

 
（
新
設
） 

  

（
新
設
） 

 



  

六 

る
者
に
必
要
な
資
格
、
発
注
し
よ
う
と
す
る
公
共
工
事
等
の
規
模
そ
の
他

の
入
札
に
関
す
る
事
項
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
。 

 

八 
地
域
に
お
け
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が
そ
の
地
域
で
十
分

に
普
及
し
て
い
な
い
技
術
を
円
滑
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発

注
又
は
契
約
の
相
手
方
の
選
定
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
技
術
を

有
す
る
民
間
事
業
者
と
当
該
地
域
の
民
間
事
業
者
と
の
連
携
及
び
技
術
的

な
協
力
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

九 

災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
よ
う
、
発
注
又
は
契
約
の
相

手
方
の
選
定
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興

に
資
す
る
事
業
の
た
め
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
民
間
事
業
者
と
地
域
の

民
間
事
業
者
と
の
連
携
及
び
協
力
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

十 

地
域
に
お
け
る
公
共
工
事
等
の
実
施
の
時
期
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
発
注
を
行
う
と
と
も
に
、
工
期
等
が
一
年
に
満
た
な
い
公
共
工

事
等
に
つ
い
て
の
繰
越
明
許
費
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十

四
号
）
第
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
繰
越
明
許
費
又
は
地
方
自
治

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
繰
越
明
許
費
を
い
う
。
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
財
政
法
第

十
五
条
に
規
定
す
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
若
し
く
は
地
方
自
治
法
第
二
百

十
四
条
に
規
定
す
る
債
務
負
担
行
為
の
活
用
に
よ
る
翌
年
度
に
わ
た
る
工

期
等
の
設
定
、
他
の
発
注
者
と
の
連
携
に
よ
る
中
長
期
的
な
公
共
工
事
等

   

（
新
設
） 

     

（
新
設
） 

     

五 

地
域
に
お
け
る
公
共
工
事
等
の
実
施
の
時
期
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
発
注
を
行
う
と
と
も
に
、
工
期
等
が
一
年
に
満
た
な
い
公
共
工

事
等
に
つ
い
て
の
繰
越
明
許
費
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十

四
号
）
第
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
繰
越
明
許
費
又
は
地
方
自
治

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
繰
越
明
許
費
を
い
う
。
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
財
政
法
第
十

五
条
に
規
定
す
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
若
し
く
は
地
方
自
治
法
第
二
百
十

四
条
に
規
定
す
る
債
務
負
担
行
為
の
活
用
に
よ
る
翌
年
度
に
わ
た
る
工
期

等
の
設
定
、
他
の
発
注
者
と
の
連
携
に
よ
る
中
長
期
的
な
公
共
工
事
等
の



 

七 

の
発
注
の
見
通
し
の
作
成
及
び
公
表
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

十
一
・
十
二 

（
略
） 

 

十
三 

公
共
工
事
の
契
約
に
お
い
て
市
場
に
お
け
る
労
務
及
び
資
材
等
の
取

引
価
格
の
変
動
に
基
づ
く
請
負
代
金
の
額
の
変
更
及
び
そ
の
適
切
な
算
定

方
法
に
関
す
る
定
め
を
設
け
、
当
該
定
め
の
適
用
に
関
す
る
基
準
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
当
該
契
約
の
締
結
後
に
当
該
変
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

当
該
契
約
及
び
当
該
基
準
に
基
づ
き
適
切
に
請
負
代
金
の
額
の
変
更
を
行

う
こ
と
。 

 

十
四 

公
共
工
事
等
の
監
督
及
び
検
査
並
び
に
施
工
状
況
等
の
確
認
及
び
評

価
に
当
た
っ
て
は
、
積
極
的
な
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
、
発
注
者
及
び
受
注
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
専
門
的
な
知

識
又
は
技
術
を
有
す
る
も
の
に
よ
る
、
工
事
等
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
の
結
果
の
活
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

十
五 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

発
注
者
は
、
発
注
者
及
び
受
注
者
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
よ
う
、
発
注

関
係
事
務
の
実
施
に
関
し
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

５ 

発
注
者
は
、
災
害
応
急
対
策
工
事
等
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
七
条

発
注
の
見
通
し
の
作
成
及
び
公
表
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

六
・
七 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

      

八 

公
共
工
事
等
の
監
督
及
び
検
査
並
び
に
施
工
状
況
等
の
確
認
及
び
評
価

に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
、
発
注
者
及
び
受
注
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
専
門
的
な
知
識
又
は
技

術
を
有
す
る
も
の
に
よ
る
、
工
事
等
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
確
認
の
結
果
の
活
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

九 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
設
） 

  

４ 

発
注
者
は
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
が
迅
速
か

つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法



  

八 

の
三
十
七
に
規
定
す
る
建
設
業
者
団
体
（
第
二
十
六
条
及
び
第
三
十
一
条
に

お
い
て
単
に
「
建
設
業
者
団
体
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
者
と
の
災
害
応
急
対

策
工
事
等
の
実
施
に
関
す
る
協
定
の
締
結
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の
発
注
者
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

６ 

発
注
者
は
、
災
害
応
急
対
策
工
事
等
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
に
資
す
る

た
め
、
公
共
工
事
の
目
的
物
の
被
害
状
況
の
把
握
に
関
し
、
当
該
目
的
物
の

整
備
及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を
活
用

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

国
、
特
殊
法
人
等
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
共
工
事
の
目
的
物
の
維
持

管
理
を
行
う
に
際
し
て
は
、
当
該
目
的
物
の
備
え
る
べ
き
品
質
が
将
来
に
わ

た
り
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
維
持
管
理
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確

保
並
び
に
生
産
性
の
向
上
に
配
慮
し
つ
つ
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
に
よ

り
、
当
該
目
的
物
に
つ
い
て
、
適
切
に
点
検
、
診
断
、
維
持
、
修
繕
等
を
実
施

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
目
的
物

の
維
持
管
理
を
広
域
的
又
は
包
括
的
に
行
う
と
き
は
、
必
要
な
連
携
体
制
の

構
築
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
受
注
者
等
の
責
務
） 

第
八
条 

（
略
） 

２ 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
は
、
下
請
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
下
請

律
第
百
号
）
第
二
十
七
条
の
三
十
七
に
規
定
す
る
建
設
業
者
団
体
そ
の
他
の

者
と
の
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
の
実
施
に
関
す
る

協
定
の
締
結
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の

発
注
者
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

   

５ 

国
、
特
殊
法
人
等
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
共
工
事
の
目
的
物
の
維
持

管
理
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
品
質
が
将
来
に
わ
た
り
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
維

持
管
理
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
当
該
目

的
物
に
つ
い
て
、
適
切
に
点
検
、
診
断
、
維
持
、
修
繕
等
を
実
施
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

     

（
受
注
者
等
の
責
務
） 

第
八
条 

（
略
） 

２ 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
は
、
下
請
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
下
請



 

九 

負
人
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
日
そ

の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
が
適
正
に
整
備
さ
れ
る

よ
う
、
市
場
に
お
け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
保
険
料
等
を
的
確
に
反
映
し
た

適
正
な
額
の
請
負
代
金
及
び
適
正
な
工
期
等
を
定
め
る
下
請
契
約
を
締
結
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
（
公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
と
な
ろ
う
と

す
る
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
契
約
さ
れ
た
又
は
将
来
実
施

す
る
こ
と
と
な
る
公
共
工
事
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能

力
（
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
資
材
、
機
械
、
工
法
等
を
効
果
的
に
活
用
す
る

能
力
を
含
む
。
）
の
向
上
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
公
共
工
事
等
の
実
施

の
効
率
化
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
並
び
に
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
育

成
及
び
確
保
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
日
そ
の
他

の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

公
共
工
事
等
を
実
施
す
る
者
は
、
そ
の
使
用
す
る
者
の
有
す
る
能
力
に
応

じ
た
適
切
な
処
遇
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
等
を
含
む
多
様
な
人
材

が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
そ
の
従
事
す
る
職
業
に

適
応
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の

改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
条
第
五
項
の
協
定
に
基
づ
き
災
害
応
急
対
策
工
事
等
を
実
施
す
る
受
注

者
は
、
当
該
災
害
応
急
対
策
工
事
等
に
従
事
す
る
者
の
業
務
上
の
負
傷
等
に

負
人
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他

の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
が
適
正
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
、

市
場
に
お
け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
保
険
料
等
を
的
確
に
反
映
し
た
適
正
な

額
の
請
負
代
金
及
び
適
正
な
工
期
等
を
定
め
る
下
請
契
約
を
締
結
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

受
注
者
（
受
注
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
）
は
、
契
約
さ
れ
た
又
は

将
来
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
公
共
工
事
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な

技
術
的
能
力
の
向
上
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
公
共
工
事
等
の
実
施
の

効
率
化
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
並
び
に
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
育
成

及
び
確
保
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条

件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

（
新
設
） 

    

（
新
設
） 

 



  

一
〇 

対
す
る
補
償
及
び
当
該
災
害
応
急
対
策
工
事
等
の
実
施
に
つ
い
て
第
三
者
に

加
え
た
損
害
の
賠
償
に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め
、
当
該
災
害
応
急
対

策
工
事
等
の
実
施
に
当
た
り
、
適
切
な
保
険
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
競
争
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
に
よ
る
方
式
） 

第
二
十
一
条 

発
注
者
は
、
そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
等
に
必
要
な
技
術
、

設
備
又
は
体
制
等
か
ら
み
て
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
受
注
者
と
な
ろ
う
と
す

る
者
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
当
該
地
域
に
お
い
て
競
争
が
存
在
し
な
い

状
況
が
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
公
共
工
事
等
の
契
約
に
つ
い
て
、
当
該
技

術
、
設
備
又
は
体
制
等
及
び
受
注
者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
が
存
在

す
る
こ
と
を
明
示
し
た
上
で
公
募
を
行
い
、
競
争
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
と
き
は
、
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

 
 

第
三
節 

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の

活
用
及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等 

  

（
発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用
等
） 

第
二
十
二
条 

発
注
者
は
、
そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
等
が
専
門
的
な
知
識

又
は
技
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
職
員
の
不
足
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
自
ら

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

      

（
新
設
） 

        
 

 
 

第
三
節 

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の

活
用
及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等 

  
（
発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用
等
） 

第
二
十
一
条 

発
注
者
は
、
そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
等
が
専
門
的
な
知
識

又
は
技
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
自
ら
発
注
関
係
事
務

を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
、
地
方
公



 

一
一 

は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
法
令
又
は
契
約
に
よ
り
発
注
関
係
事
務
の

全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
能
力
を
活
用
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
発
注
者
は
、
発
注
関
係
事
務
を
適

正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
職
員
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
、
法
令
の
遵
守
及
び
秘
密
の
保
持
を
確
保
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
そ
の
他
発
注
関
係
事
務
を
公
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
備

え
た
者
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
発
注
者
が
発
注
関
係
事
務
の
適
切
な
実
施
に
必
要

な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
職
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
講

習
会
の
開
催
、
自
ら
が
実
施
す
る
研
修
へ
の
発
注
者
の
職
員
の
受
入
れ
、
民

間
団
体
に
よ
る
研
修
の
活
用
の
促
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
発
注
関
係
事
務
の
実
施
に
関
す
る
助
言
等
） 

第
二
十
三
条 

国
は
、
発
注
者
の
発
注
関
係
事
務
の
実
施
の
実
態
を
調
査
し
、

及
び
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

発
注
者
が
発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
） 

共
団
体
そ
の
他
法
令
又
は
契
約
に
よ
り
発
注
関
係
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
能
力
を
活
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
発
注
者
は
、
発
注
関
係
事
務
を
適
正
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
職
員
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
法
令
の

遵
守
及
び
秘
密
の
保
持
を
確
保
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の

他
発
注
関
係
事
務
を
公
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
備
え
た
者
を
選
定

す
る
も
の
と
す
る
。 

２
～
４ 

（
略
） 

（
新
設
） 

      

（
新
設
） 

     

（
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
） 



  

一
二 

第
二
十
四
条 

（
略
） 

  

（
国
の
援
助
） 

第
二
十
五
条 
国
は
、
第
二
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
前
二
条
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
促
進
そ
の
他
の
公
共
工
事
の
品
質

確
保
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

第
四
章 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
等 

 

（
職
業
訓
練
実
施
者
に
対
す
る
支
援
等
） 

第
二
十
六
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手

の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
た
め
、
工
事
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

又
は
技
術
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
者
に

対
す
る
支
援
等
、
工
事
等
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ

る
た
め
の
教
育
を
行
う
高
等
学
校
等
と
民
間
事
業
者
及
び
建
設
業
者
団
体
等

と
の
間
の
連
携
の
促
進
並
び
に
外
国
人
等
を
含
む
多
様
な
人
材
の
確
保
等
に

必
要
な
環
境
の
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
労
務
費
等
に
関
す
る
実
態
調
査
等
） 

第
二
十
二
条 

（
略
） 

  

（
国
の
援
助
） 

第
二
十
三
条 

国
は
、
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

か
、
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
の
中
長
期

的
な
育
成
及
び
確
保
の
促
進
そ
の
他
の
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
施
策
に
関
し
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

（
新
設
） 

 

（
新
設
） 

         



 

一
三 

第
二
十
七
条 

国
は
、
下
請
負
人
そ
の
他
の
公
共
工
事
を
実
施
す
る
者
（
以
下

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
下
請
負
人
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
市
場
に

お
け
る
労
務
の
取
引
価
格
、
保
険
料
等
を
的
確
に
反
映
し
た
適
正
な
額
の
請

負
代
金
が
支
払
わ
れ
る
と
と
も
に
、
下
請
負
人
等
に
よ
り
公
共
工
事
に
従
事

す
る
者
に
対
し
て
適
正
な
額
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
、
公
共
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
の
状
況
及
び
下
請
負
人
等
が
講
じ
た
公
共
工
事
に
従
事
す
る

者
の
能
力
等
に
即
し
た
評
価
に
基
づ
く
賃
金
の
支
払
そ
の
他
の
公
共
工
事
に

従
事
す
る
者
の
適
切
な
処
遇
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
実
態
の
調

査
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

国
は
、
下
請
負
人
等
に
使
用
さ
れ
る
公
共
工
事
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て

適
切
に
休
日
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
休
日
の
付
与
の
実
態
の
調
査
を
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

国
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
公
共
工
事
に
従
事
す
る
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保

の
た
め
に
必
要
な
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
研
究
開
発
の
促
進
） 

第
二
十
八
条 

国
は
、
公
共
工
事
等
に
必
要
な
高
度
な
技
術
の
研
究
開
発
に
資

す
る
た
め
、
第
十
八
条
第
一
項
の
契
約
の
方
式
の
活
用
を
通
じ
た
設
計
に
携

わ
る
民
間
事
業
者
と
施
工
に
携
わ
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
そ
の
他
の
民
間

事
業
者
等
相
互
間
の
連
携
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

                
（
新
設
） 

   



  

一
四 

２ 

国
は
、
公
共
工
事
等
に
必
要
な
高
度
な
技
術
の
研
究
開
発
を
民
間
事
業
者

等
に
委
託
し
又
は
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
民
間
事
業
者
等
が
そ
の

成
果
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
成
果
に

係
る
知
的
財
産
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

  

（
研
究
開
発
の
安
定
的
な
推
進
） 

第
二
十
九
条 

国
は
、
公
共
工
事
等
に
関
す
る
技
術
に
係
る
研
究
機
関
の
機
能

の
強
化
並
び
に
当
該
技
術
の
研
究
開
発
並
び
に
そ
の
成
果
の
普
及
及
び
実
用

化
を
中
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
地
方
公
共
団
体
の
関
係
部
局
の
連
携
） 

第
三
十
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
公
共
工
事
等
の
実
施
の
時
期
の
平
準
化
を
図

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
工
事
等
の
入
札
及
び
契
約
に
関

す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局
、
公
共
工
事
等
の
実
施
に
関
す
る
業
務
を
担
当

す
る
部
局
、
財
政
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局
そ
の
他
の
関
係
部
局
の

相
互
の
緊
密
な
連
携
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
国
民
の
関
心
及
び
理
解
の
増
進
） 

       

（
新
設
） 

     

（
新
設
） 

       



 

一
五 

第
三
十
一
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
建
設
業
者
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、

公
共
工
事
の
品
質
確
保
及
び
そ
の
担
い
手
の
活
動
（
災
害
時
に
お
け
る
活
動

を
含
む
。
）
の
重
要
性
に
関
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
に
係
る
資
格
等
に
関
す
る
検
討
） 

第
三
十
二
条 

国
は
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
に
関
し
、
そ
の
業
務
の
内

容
に
応
じ
て
必
要
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
者
の
能
力
が
そ
の
者
の
有
す

る
資
格
等
に
よ
り
適
切
に
評
価
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
者
が
十
分
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
の
担
い
手
の
中
長
期

的
な
育
成
及
び
確
保
に
留
意
し
て
、
こ
れ
ら
に
係
る
資
格
等
の
評
価
及
び
資

格
等
に
係
る
制
度
の
運
用
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
新
設
） 

      

（
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
に
係
る
資
格
等
に
関
す
る
検
討
） 

第
二
十
四
条 

国
は
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
等
に
関
し
、
そ
の
業
務
の
内

容
に
応
じ
て
必
要
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
者
の
能
力
が
そ
の
者
の
有
す

る
資
格
等
に
よ
り
適
切
に
評
価
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
者
が
十
分
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
係
る
資
格
等
の
評
価
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

  

 
 



 

一
七 

○ 

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）（
第
二
条
関
係
） 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

現 
 

 

行 

 

（
適
正
化
指
針
の
策
定
等
） 

第
十
七
条 
（
略
） 

２ 

適
正
化
指
針
に
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
六 

（
略
） 

 

七 

前
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
事
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。 

 

八 

（
略
） 

３
～
７ 

（
略
） 

  

（
要
請
等
） 

第
二
十
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
及

び
財
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
踏
ま
え
、
適
正
化
指

針
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
措
置
の
的
確
な
実
施
の
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
各
省
各
庁
の
長
又
は
特
殊
法
人
等
を

所
管
す
る
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
及

 

（
適
正
化
指
針
の
策
定
等
） 

第
十
七
条 

（
略
） 

２ 

適
正
化
指
針
に
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
六 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

  

七 

（
略
） 

３
～
７ 

（
略
） 

  

（
要
請
） 

第
二
十
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

（
新
設
） 

    

（
新
設
） 



  

一
八 

び
総
務
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
踏
ま
え
、
適
正
化
指

針
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
措
置
の
的
確
な
実
施
の
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要
な
勧

告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

    

 
 

   



 

一
九 

○ 

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）（
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

現 
 

 

行 

目
次 

 

第
一
章
～
第
四
章 

（
略
） 

 

第
五
章 

測
量
士
及
び
測
量
士
補
（
第
四
十
八
条―

第
五
十
四
条
の
二
） 

 

第
六
章
～
第
八
章 
（
略
） 

 

附
則 

  

（
測
量
成
果
の
公
開
） 

第
二
十
八
条 

何
人
も
、
国
土
地
理
院
の
長
に
対
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

一 

次
に
掲
げ
る
書
面
の
交
付
の
請
求 

 
 

イ 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
又
は
測
量
記
録
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本 

 
 

ロ 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
又
は
測
量
記
録
が
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報

処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
も
つ
て
作
成
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し

た
書
面 

目
次 

 

第
一
章
～
第
四
章 

（
略
） 

 

第
五
章 

測
量
士
及
び
測
量
士
補
（
第
四
十
八
条―

第
五
十
四
条
） 

 

第
六
章
～
第
八
章 

（
略
） 

 

附
則 

  

（
測
量
成
果
の
公
開
） 

第
二
十
八
条 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
及
び
測
量
記
録
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

国
土
地
理
院
の
長
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

        



  

二
〇 

 
二 

次
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
を
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求 

 
 

イ 
基
本
測
量
の
測
量
成
果
又
は
測
量
記
録
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的

記
録 

 
 

ロ 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
又
は
測
量
記
録
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作

成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記

録
し
た
電
磁
的
記
録 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め

る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
測
量
成
果
の
複
製
） 

第
二
十
九
条 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
の
う
ち
、
地
図
そ
の
他
の
図
表
、
成
果

表
、
写
真
又
は
成
果
を
記
録
し
た
文
書
（
こ
れ
ら
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て

作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
第
四
十
三
条

に
お
い
て
「
図
表
等
」
と
い
う
。
）
を
測
量
の
用
に
供
し
、
刊
行
し
、
又
は
電

磁
的
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
不
特
定
多
数
の

者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
た
め
に
複
製

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
新
設
） 

       

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
の
申
請
を
す
る
者
は
、
実
費

を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
測
量
成
果
の
複
製
） 

第
二
十
九
条 

基
本
測
量
の
測
量
成
果
の
う
ち
、
地
図
そ
の
他
の
図
表
、
成
果

表
、
写
真
又
は
成
果
を
記
録
し
た
文
書
（
こ
れ
ら
が
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
第
四
十
三
条
に
お
い
て
「
図
表
等
」
と

い
う
。
）
を
測
量
の
用
に
供
し
、
刊
行
し
、
又
は
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
た
め
に
複
製
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国



 

二
一 

    

（
測
量
成
果
の
写
し
の
保
管
及
び
閲
覧
） 

第
四
十
二
条 

（
略
） 

２ 

第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
測
量
成
果
の
写
し
及
び
測
量

記
録
の
写
し
に
つ
い
て
の
書
面
の
交
付
の
請
求
又
は
電
磁
的
記
録
の
提
供
の

請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

３ 

（
略
） 

  

（
測
量
士
と
な
る
資
格
） 

第
五
十
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
と
な
る
資
格

を
有
す
る
。 

 

一 

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け

た
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
大
学
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し
た

者
で
、
測
量
に
関
し
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の 

   

二 

短
期
大
学
（
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
又
は
高
等
専
門
学
校

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
地
理
院
の
長

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
測
量
成
果
の
写
し
の
保
管
及
び
閲
覧
） 

第
四
十
二
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
測
量
成
果
の
写
し
及
び
測
量
記
録
の
写
し
の
謄
本
又
は

抄
本
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
国
土
地
理
院
の
長
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

３ 

（
略
） 

  

（
測
量
士
と
な
る
資
格
） 

第
五
十
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
と
な
る
資
格

を
有
す
る
。 

 

一 

大
学
（
短
期
大
学
を
除
き
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八

号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

も
の
（
以
下
こ
の
号
、
次
条
、
第
五
十
一
条
の
五
及
び
第
五
十
一
条
の
六
に

お
い
て
単
に
「
大
学
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修

め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し
た
者
で
、
測
量
に
関
し
一
年
以
上
の
実
務
の
経

験
を
有
す
る
も
の 

 

二 

短
期
大
学
（
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
又
は
高
等
専
門
学
校



  

二
二 

で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次

条
第
二
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
お
い
て
、
測
量

に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
短
期
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
（
専
門
職
大

学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、
修
了
し
た
者
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、

測
量
に
関
し
三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の 

    

三
～
五 

（
略
） 

 

六 

国
土
交
通
大
臣
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能

を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者 

  

（
測
量
士
補
と
な
る
資
格
） 

第
五
十
一
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
補
と
な
る

資
格
を
有
す
る
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

 

五 

国
土
交
通
大
臣
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能

を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者 

  

（
登
録
の
要
件
等
） 

第
五
十
一
条
の
四 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
登

（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学

校
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
以
下
こ

の
号
、
次
条
、
第
五
十
一
条
の
五
及
び
第
五
十
一
条
の
六
に
お
い
て
「
短
期

大
学
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当

該
短
期
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
（
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、

修
了
し
た
者
。
次
条
第
二
号
、
第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
第
二
号
及
び
第

五
十
一
条
の
六
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
測
量
に
関
し
三
年
以
上
の

実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の 

 

三
～
五 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

   

（
測
量
士
補
と
な
る
資
格
） 

第
五
十
一
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
補
と
な
る

資
格
を
有
す
る
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

 
（
新
設
） 

   

（
登
録
の
要
件
等
） 

第
五
十
一
条
の
四 
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
登



 

二
三 

録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登

録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要

な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 

一 

測
量
に
関
す
る
科
目
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
講

義
及
び
実
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

   

二 

測
量
士
及
び
測
量
士
補
の
業
務
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
機
器
で
あ
つ

て
、
実
習
の
た
め
に
用
い
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
量
以
上
の
数
量
有
し
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
測
量
に
関
す
る
科
目
を
教
授
す
る

教
員
を
有
し
、
か
つ
、
専
任
教
員
（
こ
れ
ら
の
教
員
の
う
ち
専
任
の
者
で
あ

つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
人
数
及
び
専
任
教
員
の
う
ち
専
門
分
野
を
教
授

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
の
人
数

が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
人
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

   

（
削
る
） 

  

録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必

要
な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

 

一 

第
五
十
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
別
表

第
一
の
一
の
項
に
、
同
条
第
四
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
同
表
の
二
の
項
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
測
量
に
関
す
る
科
目
に
つ
い

て
、
講
義
及
び
実
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
実
習
機
器
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
数
量
以
上
の
数
量
有
し
て
い
る
こ
と
。 

  

三 

別
表
第
一
に
掲
げ
る
測
量
に
関
す
る
科
目
を
教
授
す
る
教
員
を
有
し
、

か
つ
、
こ
れ
ら
の
教
員
の
う
ち
専
任
の
者
（
以
下
「
専
任
教
員
」
と
い
う
。
）

の
人
数
が
、
第
五
十
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
三
人
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
人
数
）
、
同
条
第

四
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
人
（
百
五
十
人
を

超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施
設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人

ま
で
を
増
す
ご
と
に
二
を
加
え
た
人
数
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 
専
任
教
員
の
う
ち
、
専
門
分
野
（
測
地
に
関
す
る
科
目
（
別
表
第
一
の
一

の
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
科
目
を
い
う
。
）
に
関
す
る
分
野

（
以
下
「
測
地
分
野
」
と
い
う
。
）
及
び
地
図
に
関
す
る
科
目
（
同
項
第
九



  

二
四 

     

（
削
る
） 

  

２ 

（
略
） 

  

第
五
十
一
条
の
五
及
び
第
五
十
一
条
の
六 

削
除 

          

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
科
目
を
い
う
。
）
に
関
す
る
分
野
（
以
下

「
地
図
分
野
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
教
授
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
の
人
数
が
、
測
地
分
野
又
は
地
図
分
野
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以

上
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
、
主
任
専
任
教
員
（
専
門
分
野
を
統
括
し
、
か

つ
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
測
量
に
関
す
る
科
目
に
関
す
る
高
度
な
測
量
技

術
を
主
任
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

（
略
） 

  

（
専
任
教
員
の
資
格
） 

第
五
十
一
条
の
五 

専
任
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

大
学
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し

た
者
で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
又
は
登
録
養
成
施
設
に
お
い
て
、
専
門
分
野

に
関
す
る
教
育
に
五
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
測
量
士
の
登
録
（
以
下
単
に
「
測
量
士
の
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受

け
て
い
る
も
の 

 
二 

短
期
大
学
等
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
短
期
大

学
等
を
卒
業
し
た
者
で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
又
は
登
録
養
成
施
設
に
お

い
て
、
専
門
分
野
に
関
す
る
教
育
に
八
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
測
量
士
の

登
録
を
受
け
て
い
る
も
の 



 

二
五 

                     

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者 

２ 

専
任
教
員
は
、
他
の
養
成
施
設
の
専
任
教
員
と
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。 

  

（
主
任
専
任
教
員
の
資
格
） 

第
五
十
一
条
の
六 

主
任
専
任
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

大
学
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し

た
者
で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
又
は
登
録
養
成
施
設
に
お
い
て
、
専
門
分
野

の
う
ち
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
自
己
が
教
授
す

る
分
野
で
あ
る
測
地
分
野
又
は
地
図
分
野
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お

い
て
「
担
当
分
野
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
教
育
に
八
年
以
上
又
は
担
当
分

野
に
関
す
る
教
育
に
五
年
以
上
か
つ
専
門
分
野
の
う
ち
担
当
分
野
以
外
の

分
野
に
関
す
る
教
育
に
三
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
測
量
士
の
登
録
を
受

け
て
い
る
も
の 

 

二 

短
期
大
学
等
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
短
期
大

学
等
を
卒
業
し
た
者
で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
又
は
登
録
養
成
施
設
に
お

い
て
、
担
当
分
野
に
関
す
る
教
育
に
十
一
年
以
上
又
は
担
当
分
野
に
関
す

る
教
育
に
八
年
以
上
か
つ
専
門
分
野
の
う
ち
担
当
分
野
以
外
の
分
野
に
関

す
る
教
育
に
三
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
測
量
士
の
登
録
を
受
け
て
い
る

も
の 



  

二
六 

   

（
国
土
交
通
省
令
へ
の
委
任
） 

第
五
十
四
条 
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
測
量
士
又
は
測
量
士

補
の
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
及
び
測
量
士
又
は
測
量
士
補
の
試
験
科
目

そ
の
他
試
験
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

  

（
測
量
士
及
び
測
量
士
補
と
な
る
資
格
の
在
り
方
の
検
討
） 

第
五
十
四
条
の
二 

政
府
は
、
測
量
に
関
す
る
業
務
に
お
い
て
、
測
量
士
及
び

測
量
士
補
の
能
力
が
適
切
に
評
価
さ
れ
、
並
び
に
測
量
士
及
び
測
量
士
補
が

十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
測
量
士
及
び
測
量
士
補
の
中
長
期

的
な
育
成
及
び
確
保
に
留
意
し
て
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
十
八
号
）
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
検
討

と
と
も
に
、
測
量
士
及
び
測
量
士
補
と
な
る
資
格
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
登
録
申
請
書
の
添
付
書
類
） 

第
五
十
五
条
の
三 

前
条
の
登
録
申
請
書
に
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

 

五 

登
録
申
請
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
を
含
む
。
）

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者 

  

（
施
行
規
定
） 

第
五
十
四
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
を
除
く
の
外
、
測
量
士
又
は
測
量
士

補
の
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
及
び
測
量
士
又
は
測
量
士
補
の
試
験
課
目

そ
の
他
試
験
に
関
し
て
必
要
な
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  

（
新
設
） 

        
（
登
録
申
請
書
の
添
付
書
類
） 

第
五
十
五
条
の
三 

前
条
の
登
録
申
請
書
に
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
四 
（
略
） 

 

五 

登
録
申
請
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
を
含
む
。
）



 

二
七 

及
び
法
定
代
理
人
が
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

 

六 
（
略
） 

  

（
登
録
の
拒
否
） 

第
五
十
五
条
の
六 

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
、
又
は
登
録
申
請
書
若
し
く
は
添
付
書
類
に

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記

載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
三 

（
略
） 

 

四 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
第

七
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。
） 

 

五 

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ

の
法
定
代
理
人
が
前
各
号
又
は
次
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

 

六 

法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の 

 

七 

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者 

 

八 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

及
び
法
定
代
理
人
が
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

 

六 

（
略
） 

  

（
登
録
の
拒
否
） 

第
五
十
五
条
の
六 

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
、
又
は
登
録
申
請
書
若
し
く
は
添
付
書
類
に

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記

載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
三 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

    

四 

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ

の
法
定
代
理
人
が
前
三
号
又
は
次
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

 
五 

法
人
で
そ
の
役
員
の
う
ち
に
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の 

 

（
新
設
） 

 

六 

（
略
） 

２ 

（
略
） 



  

二
八 

  

（
廃
業
等
の
届
出
） 

第
五
十
五
条
の
九 

（
略
） 

２ 

測
量
業
者
は
、
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
八

号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
登
録
の
取
消
し
又
は
営
業
の
停
止
） 

第
五
十
七
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
測
量
業
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

と
き
は
、
当
該
測
量
業
者
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

第
五
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
第
五
十
五
条

の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 

（
削
る
） 

   

  

（
廃
業
等
の
届
出
） 

第
五
十
五
条
の
九 

（
略
） 

２ 

測
量
業
者
は
、
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

  

（
登
録
の
取
消
し
又
は
営
業
の
停
止
） 

第
五
十
七
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
測
量
業
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

と
き
は
、
当
該
測
量
業
者
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

第
五
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
第
五
十
五
条

の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る

事
実
が
判
明
し
た
と
き
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 
別
表
第
一
（
第
五
十
一
条
の
四
関
係
） 

項 

測
量
に
関
す
る
科
目 

一 
一 

測
量
に
関
す
る
法
規 

二 
測
量
に
関
す
る
数
学 



 

二
九 

                     

三 

測
量
に
関
す
る
情
報
処
理 

四 

測
量
学
概
論 

五 

三
角
測
量 

六 

多
角
測
量 

七 

汎は
ん

地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
測
量 

八 

水
準
測
量 

九 

地
形
測
量 

十 

写
真
測
量 

十
一 

地
図
編
集 

十
二 

応
用
測
量 

十
三 

そ
の
他
の
測
量
関
連
科
目 

二 

一 

測
量
に
関
す
る
法
規
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
国
際
条
約 

二 

測
量
に
関
す
る
基
礎
理
学 

三 

測
量
に
関
す
る
基
礎
工
学 

四 

測
地
測
量 

五 

地
形
測
量 

六 

写
真
測
量 

七 

地
図
編
集 

八 

応
用
測
量 

九 

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム 

十 
測
量
に
関
す
る
課
題
研
究 



  

三
〇 

   

（
削
る
） 

                 

十
一 

測
量
に
関
す
る
表
現
技
術 

十
二 

測
量
実
務 

 

別
表
第
二
（
第
五
十
一
条
の
四
関
係
） 

実
習
機
器 

数
量 

セ
オ
ド
ラ
イ
ト 

十
五
式
（
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
十
を
加
え
た
数
量
） 

レ
ベ
ル 

十
五
式
（
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
十
を
加
え
た
数
量
） 

電
子
レ
ベ
ル 

一
式
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

汎
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
測
量
機 

一
式
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

平
板 

二
十
式
（
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
十
を
加
え
た
数
量
） 

電
子
平
板 

一
式
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施



 

三
一 

                     

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

反
射
式
実
体
鏡 

五
台
（
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施
設

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増
す

ご
と
に
五
を
加
え
た
数
量
） 

図
化
機
又
は
解
析

図
化
機 

一
台
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

ス
キ
ャ
ナ 

一
台
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

デ
ィ
ジ
タ
イ
ザ 

一
台
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

プ
ロ
ッ
タ 

一
台
（
百
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
量
） 

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ 

二
十
台
（
五
十
人
を
超
え
る
定
員
を
有
す
る
養
成
施

設
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
が
百
人
ま
で
を
増

す
ご
と
に
五
を
加
え
た
数
量
） 

備
考 



  

三
二 

       

 

一 

セ
オ
ド
ラ
イ
ト
の
数
量
の
う
ち
五
分
の
一
以
上
は
、
距
離
を
測
定

す
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。 

 

二 

第
五
十
条
第
四
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
汎
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
測
量
機
及
び
電
子
平
板
の
項
中
「
一
式
」

と
あ
る
の
は
「
二
式
」
と
し
、
か
つ
、
平
板
を
有
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。 

 

 
 

 



●建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の一部を改正する法律

【目標・効果】・全産業を上回る賃金上昇率の達成（2024～2029年度）
（ＫＰＩ） ・技能者と技術者の週休２日の割合を原則100％（2029年度）

・ 建設業は、他産業より賃金が低く、就労時間も長いため、
担い手の確保が困難。

概要

○契約前のルール

・資材高騰など請負額に影響を及ぼす事象(リスク)の情報は、受注者から注文者に提供するよう義務化

・資材が高騰した際の請負代金等の「変更方法」を契約書記載事項として明確化

○契約後のルール

・資材高騰が顕在化した場合に、受注者が「変更方法」に従って契約変更協議を申し出たとき
は、注文者は、誠実に協議に応じる努力義務※ ※公共工事発注者は、誠実に協議に応ずる義務

２．資材高騰に伴う労務費へのしわ寄せ防止

１．労働者の処遇改善
○労働者の処遇確保を建設業者に努力義務化

国は、取組状況を調査･公表、中央建設業審議会へ報告

○標準労務費の勧告
・中央建設業審議会が「労務費の基準」を作成･勧告

○適正な労務費等の確保と行き渡り
・著しく低い労務費等による見積りや見積り依頼を禁止

国土交通大臣等は、違反発注者に勧告･公表
（違反建設業者には、現行規定により指導監督）

○原価割れ契約の禁止を受注者にも導入

３．働き方改革と生産性向上

労務費確保のイメージ

○長時間労働の抑制

・工期ダンピング対策を強化
（著しく短い工期による契約締結を受注者にも禁止）

○ICTを活用した生産性の向上

・現場技術者に係る専任義務を合理化（例．遠隔通信の活用）

・国が現場管理の「指針」を作成（例．元下間でデータ共有）

特定建設業者※や公共工事受注者に効率的な現場
管理を努力義務化 ※ 多くの下請業者を使う建設業者

・公共工事発注者への施工体制台帳の提出義務を合理化
（ICTの活用で施工体制を確認できれば提出を省略可）

出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和４年）

（ 参 考 １） 建 設 業 の賃 金と 労 働時 間
建 設 業 ※ 4 1 7 万 円 / 年 2 , 0 2 2 時 間 /年
全 産 業 4 9 4 万 円/ 年 1 , 9 5 4 時 間/ 年

（ 参 考 ２） 建 設 業 就業 者数 と 全 産 業に占 め る割 合(  ) 内
[ H 9 ] 6 8 5 万 人 （ 10 . 4 ％） ⇒  [ R 4 ]  4 7 9 万 人 （ 7 .1 ％）

背景・必要性

賃金

２次下請の
技能労働者

自社
経費

労務費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

下請
経費

自社
経費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

␫
ఏ
૆
ௌ
ਜ
ા
␬

中
央
建
設
業
審
議
会
が
勧
告

下請
経費

自社
経費

材料費

元請

１次下請

２次下請

技術者が、カメラ映像を確認し、現場へ指示

タブレットを用いて
情報共有を円滑化

元請業者

下請業者

発注者

出典：総務省「労働力調査」を基に国土交通省算出

処遇改善

労務費への
しわ寄せ防止
働き方改革

・
生産性向上

労働時間の適正化

現場管理の効率化

担い手の確保

持続可能な建設業へ

資材高騰分の転嫁

賃金の引上げ

設計図
・

現場写真

・ 建設業が「地域の守り手」等の役割を果たしていけるよう、
時間外労働規制等にも対応しつつ、処遇改善、働き方改革、
生産性向上に取り組む必要。

（ ＋ 3 . 5 % ）（ ▲ 1 5 . 6 % ）

※賃金は「生産労働者」の値
出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（令和４年度）

令和6年6月14日公布
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建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に
関する法律の一部を改正する法律（概要）

・建設業は、他産業より賃金が低く、就労時間も長いため、担い手の確保が困難。

出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和４年）

（ 参 考 １ ） 建 設 業 の 賃 金 と 労 働 時 間

建 設 業 ※ 4 1 7 万 円 / 年 2 , 0 2 2 時 間 / 年
全 産 業 4 9 4 万 円 / 年 1 , 9 5 4 時 間 / 年

（ 参 考 ２ ） 建 設 業 就 業 者 数 と 全 産 業 に 占 め る 割 合 (  ) 内

[ H 9 ] 6 8 5 万 人 （ 1 0 . 4 ％ ） ⇒  [ R 4 ]  4 7 9 万 人 （ 7 . 1 ％ ）

背景・必要性

出典：総務省「労働力調査」を基に国土交通省算出

処遇改善
労務費への
しわ寄せ防止
働き方改革・
生産性向上

労働時間の適正化
現場管理の効率化

担い手の確保

持続可能な建設業へ

資材高騰分の転嫁

賃金の引上げ

・建設業が「地域の守り手」等の役割を果たしていけるよう、時間外労働規制等にも対応しつつ、
処遇改善、働き方改革、生産性向上に取り組む必要。

（ ＋ 3 . 5 % ）（ ▲ 1 5 . 6 % ）

※賃金は「生産労働者」の値
出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（令和４年度）

概要
１．労働者の処遇改善

○労働者の処遇確保を建設業者に努力義務化
国は、取組状況を調査･公表、中央建設業審議会へ報告

○標準労務費の勧告
・中央建設業審議会が「労務費の基準」を作成･勧告

○適正な労務費等の確保と行き渡り
・著しく低い労務費等による見積りや見積り依頼を禁止

国土交通大臣等は、違反発注者に勧告･公表 （違反建設業者には、現行規定により指導監督）

○原価割れ契約の禁止を受注者にも導入

○契約前のルール
・資材高騰など請負額に影響を及ぼす事象（リスク）の情報は、受注者から注文者に提供するよう義務化
・資材が高騰した際の請負代金等の「変更方法」を契約書記載事項として明確化

○契約後のルール
・資材高騰が顕在化した場合に、受注者が「変更方法」に従って契約変更協議を申し出たときは、注文者は、誠実に協議に応じる努力義務※

※公共工事発注者は、誠実に協議に応ずる義務

２．資材高騰に伴う労務費へのしわ寄せ防止

３．働き方改革と生産性向上
○長時間労働の抑制
・工期ダンピング対策を強化（著しく短い工期による契約締結を受注者にも禁止）

○ICTを活用した生産性の向上
・現場技術者に係る専任義務を合理化（例．遠隔通信の活用）

・国が現場管理の「指針」を作成（例．元下間でデータ共有）

特定建設業者※や公共工事受注者に効率的な現場管理を努力義務化 ※ 多くの下請業者を使う建設業者

・公共工事発注者への施工体制台帳の提出義務を合理化（ICTの活用で施工体制を確認できれば提出を省略可）

技術者が、カメラ映像を確認し、現場へ指示

１

令和6年6月14日公布



背景と方向性

背景 方向性

担い手の確保が困難

2024年
４月から

H9 R4

685万人
479万人

10%
7%

建設業就業者

賃金

494万円/年

417万円/年(▲15.6%)

労働時間

1,954時間/年

2,022時間/年(＋3.5%) 

契約変更
なし
43%一部

契約変更
38%

全て
契約変更
19%

N=1333(未定を除く)

就労状況の改善 → 担い手の確保

「地域の守り手」として持続可能な建設業へ

【「新４K」の実現】
給与がよい
休日がとれる
希望がもてる
＋ カッコイイ

○ 建設業は、他産業より賃金が低く、就労時間も長い

○ 資材高騰分の適切な転嫁が進まず、労務費を圧迫

○ 時間外労働の罰則付き上限規制が適用開始

資材価格高騰分の転嫁状況

出典：一般財団法人建設物価調査会「建設資材物価指数」

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年※

資材費の高騰（指数）

※１～10月の平均

全就労者に
占めるシェア

出典： 総務省「労働力調査」を
基に国土交通省算出

出典： 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和４年）

出典： 国土交通省「適正な工期設定等による働き方
改革の推進に関する調査」（令和４年度）

建設業が「地域の守り手」等の役割を果たしていけ

るよう、時間外労働規制等にも対応しつつ、処遇改善、

働き方改革、生産性向上に総合的に取り組む。

処遇改善

労務費への
しわ寄せ防止

働き方改革・
生産性向上

… 労働時間の適正化
… 現場管理の効率化

… 資材高騰分の転嫁

… 賃金の引上げ
建設業※

全産業

出典： 厚生労働省「毎月勤労統計調査」（令和４年度）

建設業就業者

※賃金は「生産労働者」の値

２



１． 処遇改善

（１）建設業者の責務、取組状況の調査

（２）労務費（賃金原資）の確保と行き渡り

（３）不当に低い請負代金の禁止

○ 労働者の処遇確保を建設業者に努力義務化

○ 総価での原価割れ契約を受注者にも禁止
（現行） 注文者は、地位を利用して、原価割れ契約をしてはならない。

○ 中央建設業審議会が「労務費の基準」を作成･勧告

○ 著しく低い労務費等※による見積り提出（受注者）や見積り変更依頼
（注文者）を禁止 ※ 施工に通常必要な労務費等を著しく下回るもの

違反して契約した発注者には、国土交通大臣等が勧告･公表
（違反して契約した建設業者(注文者･受注者とも)には、現規定により、指導･監督）

労務費確保のイメージ

国は、建設業者の取組状況を調査･公表、
中央建設業審議会に報告

（処遇改善の施策）

Ｐ

D
C

A

PDCA

【国】
取組状況を調査･公表

【国】
中央建設業審議会への報告

（施策の見直し）

【建設業者】
処遇確保に努力

賃金

２次下請の
技能労働者

自社
経費

労務費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

下請
経費

自社
経費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

␫
ఏ
૆
ௌ
ਜ
ા
␬

中
央
建
設
業
審
議
会
が
勧
告

下請
経費

自社
経費

材料費

元請

１次下請

２次下請

注
文
者

受
注
者

見積り変更依頼

見積り提出

著しく低い労務費
は禁止

３



２． 資材高騰に伴う労務費のしわ寄せ防止

契約前のルール

○ 資材高騰に伴う請負代金等の「変更方法」を
契約書の法定記載事項として明確化

○ 受注者は、資材高騰の「おそれ情報」を
注文者に通知する義務

なし

あり

契約変更条項

41
％

59
％

（出典）国土交通省「適正な工期設定等による
働き方改革の推進に関する調査」（令和４年度）

契約後のルール

資材高騰等が顕在化したとき

○ 契約前の通知をした受注者は、注文者に請負代金等
の変更を協議できる。

受注者注文者

「変更方法」に従って
請負代金変更の協議

誠実な協議に努力

期待される効果

資材高騰分の転嫁協議が円滑化、労務費へのしわ寄せ防止

注文者は、誠実に協議に応ずる努力義務※

※ 公共発注者は､協議に応ずる義務

契約書
第○条 請負代金の変更方法

・ 材料価格に著しい変動を生じたと
きは、受注者は、請負代金額の変更
を請求できる。

・ 変更額は、協議して定める。

４

受注者

「資材高騰のおそれあり」

注文者



３． 働き方改革と生産性向上

（２）生産性向上（１）働き方改革
① 工期ダンピング※対策を強化

※ 通常必要な工期よりも著しく短い工期による契約

中央建設業審議会が「工期の基準」を作成･勧告

○ 新たに受注者にも禁止
（現行）注文者は､工期ダンピングを禁止

② 工期変更の協議円滑化

○ 受注者は、資材の入手困難等の「おそれ情報」
を注文者に通知する義務

（注）不可抗力に伴う工期変更は、契約書の法定記載事項（現行）

○ 上記通知をした受注者は、注文者に工期の
変更を協議できる。

注文者は、誠実に協議に応ずる努力義務※

※ 公共発注者は、協議に応ずる義務

(参考) 工期不足の場合の対応

１位 作業員の増員 25％
２位 休日出勤 24％
３位 早出や残業 17％

違反した建設業者には、指導･監督

４割超

① 現場技術者の専任義務の合理化

② ICTを活用した現場管理の効率化

○ 国が現場管理の「指針」を作成

○ 公共発注者への施工体制台帳の提出義務を合理化
（ICT活用で確認できれば提出は不要に）

特定建設業者
※
や公共工事受注者に対し、

効率的な現場管理を努力義務化
※多くの下請け業者を使う建設業者

3,500万

4,000万

政令の額

（従前）

専任不要

専任

（請負額）

（R5.1 引上げ済）

（条件を満たす場合）

兼任可

営業所専任技術者の

兼任不可

（注）請負額の基準額は、建築一式工事にあっては２倍の額

（改正後）

専任不要

営業所専任技術者の
兼任可

専任

【主な条件】

・兼任する現場間移動が容易

・ICTを活用し遠隔からの
現場確認が可能

・兼任する現場数は一定以下

＜例＞遠隔施工管理

設計図
・

現場写真発注者

（請負額）

元請業者

下請業者

＜例＞ 元下間のデータ共有

（出典）国土交通省「適正な工期設定等による働き方改革の推進に関する調査」（令和４年度）

契
約
前

契
約
後

５
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○　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
許
可
の
申
請
） 

（
許
可
の
申
請
） 

第
五
条　

一
般
建
設
業
の
許
可
（
第
八
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
き
、
以
下
こ
の

第
五
条　

一
般
建
設
業
の
許
可
（
第
八
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
き
、
以
下
こ
の

節
に
お
い
て
「
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令

節
に
お
い
て
「
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
営
業
所
を
設
け
て

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
営
業
所
を
設
け
て

営
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
、
一
の
都
道
府
県
の

営
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
に
、
一
の
都
道
府
県
の

区
域
内
に
の
み
営
業
所
を
設
け
て
営
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

区
域
内
に
の
み
営
業
所
を
設
け
て
営
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
許
可
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

た
許
可
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
四　

（
略
） 

一
～
四　

（
略
） 

五　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
置
か
れ
る
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
営
業
所
技
術
者

五　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
置
か
れ
る
第
七
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る

の
氏
名 

者
の
氏
名 

六
・
七　

（
略
）

六
・
七　

（
略
）

（
許
可
の
基
準
） 

（
許
可
の
基
準
） 

第
七
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

第
七
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て

は
な
ら
な
い
。 

は
な
ら
な
い
。 

一　

（
略
） 

一　

（
略
） 

二　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
、
営
業
所
技
術
者
（
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
及

二　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
専
任
の
も
の
を
置

び
履
行
の
業
務
に
関
す
る
技
術
上
の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の

く
者
で
あ
る
こ
と
。

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
二
十
六
条
の
五

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
専
任
の
者
と
し
て
置
く
者
で
あ
る
こ
と
。

イ　

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
に
係
る
建
設
工
事
に
関
し
学
校
教
育
法

イ　

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
に
係
る
建
設
工
事
に
関
し
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令

（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。
第
二
十
六

（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。
第
二
十
六
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条
の
八
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を

条
の
七
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
後
五
年
以
上
又
は
同
法
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅

卒
業
し
た
後
五
年
以
上
又
は
同
法
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅

令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
同
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
同
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十

若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十

一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
同
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
卒
業
し

一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
同
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
卒
業
し

た
（
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）

た
（
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）

後
三
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め

後
三
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
学
科
を
修
め
た
も
の 

る
学
科
を
修
め
た
も
の 

ロ
・
ハ　

（
略
） 

ロ
・
ハ　

（
略
） 

三
・
四　

（
略
）

三
・
四　

（
略
）

（
変
更
等
の
届
出
） 

（
変
更
等
の
届
出
） 

第
十
一
条　

（
略
） 

第
十
一
条　

（
略
） 

２
・
３　

（
略
） 

２
・
３　

（
略
） 

４　

許
可
に
係
る
建
設
業
者
は
、
営
業
所
に
置
く
営
業
所
技
術
者
が
当
該
営
業
所
に

４　

許
可
に
係
る
建
設
業
者
は
、
営
業
所
に
置
く
第
七
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に

置
か
れ
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
第
七
条
第
二
号
ハ
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
場
合
に

該
当
す
る
者
と
し
て
証
明
さ
れ
た
者
が
当
該
営
業
所
に
置
か
れ
な
く
な
つ
た
場
合

お
い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
の
定
め
る
と

又
は
同
号
ハ
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
が

こ
ろ
に
よ
り
、
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
者
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
一
項
第
五
号
に

あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二
週
間
以
内
に
、
そ

掲
げ
る
書
面
を
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
者
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
書
面
を
国
土
交
通
大
臣
又
は

い
。 

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５　

（
略
）

５　

（
略
）

（
許
可
の
基
準
） 

（
許
可
の
基
準
） 

第
十
五
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け

第
十
五
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

よ
う
と
す
る
者
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一　

（
略
） 

一　

（
略
） 

二　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
、
特
定
営
業
所
技
術
者
（
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締

二　

そ
の
営
業
所
ご
と
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
専
任
の
も
の
を
置
く

結
及
び
履
行
の
業
務
に
関
す
る
技
術
上
の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
者
で
あ
つ
て
、

者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
施
工
技
術
（
設
計
図
書
に
従
つ
て
建
設
工
事
を
適

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。

正
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
の
知
識
及
び
そ
の
応
用
能
力
を
い
う
。
以
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）
を
専
任
の
者
と
し
て
置
く
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
施
工
技
術
（
設
計
図

下
同
じ
。
）
の
総
合
性
、
施
工
技
術
の
普
及
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て

書
に
従
つ
て
建
設
工
事
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
の
知
識
及
び

政
令
で
定
め
る
建
設
業
（
以
下
「
指
定
建
設
業
」
と
い
う
。
）
の
許
可
を
受
け

そ
の
応
用
能
力
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
総
合
性
、
施
工
技
術
の
普
及
状
況

よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
営
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
専
任
の
者
は
、

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
建
設
業
（
以
下
「
指
定
建
設
業
」

イ
に
該
当
す
る
者
又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
イ
に
掲
げ
る
者
と

と
い
う
。
）
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
営
業
所
ご
と

同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
置
く
べ
き
専
任
の
者
は
、
イ
に
該
当
す
る
者
又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
国
土
交

通
大
臣
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
～
ハ　

（
略
） 

イ
～
ハ　

（
略
） 

三　

（
略
）

三　

（
略
）

（
準
用
規
定
） 

（
準
用
規
定
） 

第
十
七
条　

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
定

第
十
七
条　

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
定

建
設
業
の
許
可
及
び
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
建
設
業
者

建
設
業
の
許
可
及
び
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
建
設
業
者

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
五
号
中

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
五
号
中

「
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
営
業
所
技
術
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
二

「
第
七
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
二
号
イ
、
ロ
又

号
に
規
定
す
る
特
定
営
業
所
技
術
者
」
と
、
第
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
次
条
第

は
ハ
」
と
、
第
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
次
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
あ
る
の

一
号
及
び
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
号
及
び
第
十
五
条
第
二
号
」
と
、

は
「
第
七
条
第
一
号
及
び
第
十
五
条
第
二
号
」
と
、
第
十
一
条
第
四
項
中
「
第
七

第
十
一
条
第
四
項
中
「
営
業
所
技
術
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
二
号
に
規

条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
」

定
す
る
特
定
営
業
所
技
術
者
」
と
、
「
第
七
条
第
二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
同
号

と
、
「
同
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
」
と
、
同
条
第
五
項

イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号

中
「
第
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
第
一
号
若
し
く

」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
十
五
条
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る

は
第
十
五
条
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

（
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
内
容
） 
（
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
内
容
） 

第
十
九
条　

建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
当
事
者
は
、
前
条
の
趣
旨
に
従
つ
て
、
契
約

第
十
九
条　

建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
当
事
者
は
、
前
条
の
趣
旨
に
従
つ
て
、
契
約

の
締
結
に
際
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
記
載
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
を

の
締
結
に
際
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
記
載
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
を

し
て
相
互
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
て
相
互
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
七　

（
略
） 

一
～
七　

（
略
） 

八　

価
格
等
（
物
価
統
制
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
百
十
八
号
）
第
二
条
に
規

八　

価
格
等
（
物
価
統
制
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
百
十
八
号
）
第
二
条
に
規
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定
す
る
価
格
等
を
い
う
。
）
の
変
動
又
は
変
更
に
基
づ
く
工
事
内
容
の
変
更
又

定
す
る
価
格
等
を
い
う
。
）
の
変
動
若
し
く
は
変
更
に
基
づ
く
請
負
代
金
の
額

は
請
負
代
金
の
額
の
変
更
及
び
そ
の
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
定
め 

又
は
工
事
内
容
の
変
更 

九
～
十
六　

（
略
） 

九
～
十
六　

（
略
） 

２
・
３　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）

（
不
当
に
低
い
請
負
代
金
の
禁
止
） 

（
不
当
に
低
い
請
負
代
金
の
禁
止
） 

第
十
九
条
の
三　

（
略
） 

第
十
九
条
の
三　

（
略
） 

２　

建
設
業
者
は
、
自
ら
が
保
有
す
る
低
廉
な
資
材
を
建
設
工
事
に
用
い
る
こ
と
が

（
新
設
）

で
き
る
こ
と
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
そ
の
請
け
負
う
建
設
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
原

価
に
満
た
な
い
金
額
を
請
負
代
金
の
額
と
す
る
請
負
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
著
し
く
短
い
工
期
の
禁
止
） 

（
著
し
く
短
い
工
期
の
禁
止
） 

第
十
九
条
の
五　

（
略
） 

第
十
九
条
の
五　

（
略
） 

２　

建
設
業
者
は
、
そ
の
請
け
負
う
建
設
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
通
常
必
要
と
認

（
新
設
） 

め
ら
れ
る
期
間
に
比
し
て
著
し
く
短
い
期
間
を
工
期
と
す
る
請
負
契
約
を
締
結
し

 

て
は
な
ら
な
い
。

 

（
発
注
者
に
対
す
る
勧
告
等
） 

（
発
注
者
に
対
す
る
勧
告
等
） 

第
十
九
条
の
六　

建
設
業
者
と
請
負
契
約
を
締
結
し
た
発
注
者
（
私
的
独
占
の
禁
止

第
十
九
条
の
六　

建
設
業
者
と
請
負
契
約
を
締
結
し
た
発
注
者
（
私
的
独
占
の
禁
止

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が
第
十
九
条
の

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が
第
十
九
条
の

三
第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要

三
又
は
第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
設
業
者
の
許
可
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
設
業
者
の
許
可
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
発
注
者
に
対
し
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

県
知
事
は
、
当
該
発
注
者
に
対
し
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

。
２　

建
設
業
者
と
請
負
契
約
（
請
負
代
金
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る

２　

建
設
業
者
と
請
負
契
約
（
請
負
代
金
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る

も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
し
た
発
注
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
し
た
発
注
者
が
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い

に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
設
業
者
の
許
可
を
し

て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
設
業
者
の
許
可
を
し
た
国
土
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た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
発
注
者
に
対
し
て
必
要
な
勧
告

交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
発
注
者
に
対
し
て
必
要
な
勧
告
を
す
る

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４　

（
略
）

３
・
４　

（
略
）

（
建
設
工
事
の
見
積
り
等
） 

（
建
設
工
事
の
見
積
り
等
） 

第
二
十
条　

建
設
業
者
は
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
際
し
て
は
、
工

第
二
十
条　

建
設
業
者
は
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
際
し
て
、
工
事

事
内
容
に
応
じ
、
工
事
の
種
別
ご
と
の
材
料
費
、
労
務
費
及
び
当
該
建
設
工
事
に

内
容
に
応
じ
、
工
事
の
種
別
ご
と
の
材
料
費
、
労
務
費
そ
の
他
の
経
費
の
内
訳
並

従
事
す
る
労
働
者
に
よ
る
適
正
な
施
工
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
と
し

び
に
工
事
の
工
程
ご
と
の
作
業
及
び
そ
の
準
備
に
必
要
な
日
数
を
明
ら
か
に
し
て

て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
材
料
費
等
」
と
い

、
建
設
工
事
の
見
積
り
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

う
。
）
そ
の
他
当
該
建
設
工
事
の
施
工
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
内
訳
並
び
に
工

事
の
工
程
ご
と
の
作
業
及
び
そ
の
準
備
に
必
要
な
日
数
を
記
載
し
た
建
設
工
事
の

見
積
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
材
料
費
等
記
載
見
積
書
」
と
い
う
。
）
を
作

成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

２ 
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
材
料
費
等
記
載
見
積
書
に
記
載
す
る
材
料
費
等
の
額

（
新
設
）

は
、
当
該
建
設
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
材
料
費
等
の

額
を
著
し
く
下
回
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

３　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
請
負
契
約
の
方
法
が
随
意
契
約
に
よ
る
場
合
に
あ
つ

（
新
設
）

て
は
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
入
札
の
方
法
に
よ
り
競
争
に
付
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
入
札
を
行
う
ま
で
に
、
第
十
九
条
第
一
項
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
内
容
を
提
示
し
、
か
つ
、
当
該

提
示
か
ら
当
該
契
約
の
締
結
又
は
入
札
ま
で
の
間
に
、
建
設
業
者
が
当
該
建
設
工

事
の
見
積
り
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
政
令
で
定
め
る
期
間
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
際
し
て
は
、

２　

建
設
業
者
は
、
建
設
工
事
の
注
文
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
請
負
契
約

当
該
建
設
工
事
に
係
る
材
料
費
等
記
載
見
積
書
の
内
容
を
考
慮
す
る
よ
う
努
め
る

が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
建
設
工
事
の
見
積
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
し
、
建
設
業
者
は
、
建
設
工
事
の
注
文
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、

。

請
負
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
に
、
当
該
材
料
費
等
記
載
見
積
書
を
交
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５　

建
設
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
材
料
費
等
記
載
見
積
書
の
交
付
に
代
え
て

３　

建
設
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
見
積
書
の
交
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め

、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
設
工
事
の
注
文
者
の
承
諾
を
得
て
、
当
該

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
設
工
事
の
注
文
者
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
見
積
書
に
記
載
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材
料
費
等
記
載
見
積
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技

方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で

術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る

定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
設
業
者
は
、
当
該
見
積
書
を
交

設
業
者
は
、
当
該
材
料
費
等
記
載
見
積
書
を
交
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
削
る
）

４　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
請
負
契
約
の
方
法
が
随
意
契
約
に
よ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
入
札
の
方
法
に
よ
り
競
争
に
付
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
入
札
を
行
う
ま
で
に
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
十

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
内
容
を
提
示
し
、

か
つ
、
当
該
提
示
か
ら
当
該
契
約
の
締
結
又
は
入
札
ま
で
に
、
建
設
業
者
が
当
該

建
設
工
事
の
見
積
り
を
す
る
た
め
に
必
要
な
政
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
材
料
費
等
記
載
見
積
書
を
交

（
新
設
）

付
し
た
建
設
業
者
（
建
設
工
事
の
注
文
者
が
同
項
の
請
求
を
し
な
い
で
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
材
料
費
等
記
載
見
積
書
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け

る
当
該
交
付
を
し
た
建
設
業
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
そ

の
材
料
費
等
の
額
に
つ
い
て
当
該
建
設
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
通
常
必
要
と
認

め
ら
れ
る
材
料
費
等
の
額
を
著
し
く
下
回
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
変
更
を
求
め
て

は
な
ら
な
い
。

７　

前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
発
注
者
が
、
同
項
の
求
め
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
見

（
新
設
）

積
書
の
内
容
に
基
づ
き
建
設
業
者
と
請
負
契
約
（
当
該
請
負
契
約
に
係
る
建
設
工

事
を
施
工
す
る
た
め
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金

額
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
設
工
事

の
適
正
な
施
工
の
確
保
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

建
設
業
者
の
許
可
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
発
注
者

に
対
し
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８　

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
勧
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
設
）

（
工
期
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
に
関
す
る
情
報
の
通
知
等
） 

（
工
期
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
に
関
す
る
情
報
の
提
供
） 

第
二
十
条
の
二　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
当
該
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
地
盤
の
沈

第
二
十
条
の
二　

建
設
工
事
の
注
文
者
は
、
当
該
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
地
盤
の
沈

下
そ
の
他
の
工
期
又
は
請
負
代
金
の
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
国
土
交
通

下
そ
の
他
の
工
期
又
は
請
負
代
金
の
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
国
土
交
通
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省
令
で
定
め
る
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
負
契
約

省
令
で
定
め
る
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
負
契
約

を
締
結
す
る
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
建
設
業
者
に

を
締
結
す
る
ま
で
に
、
建
設
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
旨
及
び
当
該
事
象
の
状
況
の

対
し
て
、
そ
の
旨
を
当
該
事
象
の
状
況
の
把
握
の
た
め
必
要
な
情
報
と
併
せ
て
通

把
握
の
た
め
必
要
な
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２　

建
設
業
者
は
、
そ
の
請
け
負
う
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
主
要
な
資
材
の
供
給
の

（
新
設
）

著
し
い
減
少
、
資
材
の
価
格
の
高
騰
そ
の
他
の
工
期
又
は
請
負
代
金
の
額
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
注
文
者
に
対
し
て
、
そ
の
旨
を
当
該
事
象
の
状
況
の
把
握
の

た
め
必
要
な
情
報
と
併
せ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
建
設
業
者
は
、
同
項
の
請
負
契
約
の
締
結
後

（
新
設
）

、
当
該
通
知
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
注
文
者
に

対
し
て
、
第
十
九
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
の
定
め
に
従
つ
た
工
期
の
変
更

、
工
事
内
容
の
変
更
又
は
請
負
代
金
の
額
の
変
更
に
つ
い
て
の
協
議
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
。

４　

前
項
の
協
議
の
申
出
を
受
け
た
注
文
者
は
、
当
該
申
出
が
根
拠
を
欠
く
場
合
そ

（
新
設
）

の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
誠
実
に
当
該
協
議
に
応
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
） 

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
） 

第
二
十
四
条
の
五　

元
請
負
人
は
、
当
該
元
請
負
人
に
つ
い
て
第
十
九
条
の
三
第
一

第
二
十
四
条
の
五　

元
請
負
人
は
、
当
該
元
請
負
人
に
つ
い
て
第
十
九
条
の
三
、
第

項
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
前
条
又
は
次
条
第
三
項
若
し

十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
前
条
又
は
次
条
第
三
項
若
し
く
は
第

く
は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
と
し
て
下
請
負
人
が
国
土
交
通
大

四
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
と
し
て
下
請
負
人
が
国
土
交
通
大
臣
等
（

臣
等
（
当
該
元
請
負
人
が
許
可
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
を

当
該
元
請
負
人
が
許
可
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
を
い
う
。

い
う
。
）
、
公
正
取
引
委
員
会
又
は
中
小
企
業
庁
長
官
に
そ
の
事
実
を
通
報
し
た

）
、
公
正
取
引
委
員
会
又
は
中
小
企
業
庁
長
官
に
そ
の
事
実
を
通
報
し
た
こ
と
を

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
下
請
負
人
に
対
し
て
、
取
引
の
停
止
そ
の
他
の
不
利

理
由
と
し
て
、
当
該
下
請
負
人
に
対
し
て
、
取
引
の
停
止
そ
の
他
の
不
利
益
な
取

益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
施
工
技
術
の
確
保
に
関
す
る
建
設
業
者
等
の
責
務
） 

（
施
工
技
術
の
確
保
に
関
す
る
建
設
業
者
等
の
責
務
） 

第
二
十
五
条
の
二
十
七　

（
略
） 

第
二
十
五
条
の
二
十
七　

（
略
） 
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２　

建
設
業
者
は
、
そ
の
労
働
者
が
有
す
る
知
識
、
技
能
そ
の
他
の
能
力
に
つ
い
て

（
新
設
） 

の
公
正
な
評
価
に
基
づ
く
適
正
な
賃
金
の
支
払
そ
の
他
の
労
働
者
の
適
切
な
処
遇

を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
効
果
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３　

（
略
）

２　

（
略
）

４　

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
取
組
に
資
す
る
た
め
、
必
要
に
応

３　

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
二
項
の
施
工
技
術
の
確
保
並
び
に
知
識
及
び
技
術
又
は

じ
、
講
習
及
び
調
査
の
実
施
、
資
料
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

技
能
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
講
習
及
び
調
査
の
実
施
、
資
料
の

る
。

提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
建
設
工
事
の
適
正
な
施
工
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
） 

 

第
二
十
五
条
の
二
十
八　

特
定
建
設
業
者
は
、
工
事
の
施
工
の
管
理
に
関
す
る
情
報

（
新
設
）

シ
ス
テ
ム
の
整
備
そ
の
他
の
建
設
工
事
の
適
正
な
施
工
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２　

発
注
者
か
ら
直
接
建
設
工
事
を
請
け
負
つ
た
特
定
建
設
業
者
は
、
当
該
建
設
工

事
の
下
請
負
人
が
、
そ
の
下
請
負
に
係
る
建
設
工
事
の
施
工
に
関
し
、
当
該
特
定

建
設
業
者
が
講
ず
る
前
項
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
当
該
下
請
負
人
の
指
導
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

３　

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有

効
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。

（
主
任
技
術
者
及
び
監
理
技
術
者
の
設
置
等
） 

（
主
任
技
術
者
及
び
監
理
技
術
者
の
設
置
等
） 

第
二
十
六
条　

（
略
）

第
二
十
六
条　

（
略
）

２　

（
略
）

２　

（
略
）

３　

公
共
性
の
あ
る
施
設
若
し
く
は
工
作
物
又
は
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
若
し

３　

公
共
性
の
あ
る
施
設
若
し
く
は
工
作
物
又
は
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
若
し

く
は
工
作
物
に
関
す
る
重
要
な
建
設
工
事
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

く
は
工
作
物
に
関
す
る
重
要
な
建
設
工
事
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者

は
、
工
事
現
場
ご
と
に
、
専
任
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲

は
、
工
事
現
場
ご
と
に
、
専
任
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
監
理
技
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げ
る
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

術
者
に
あ
つ
て
は
、
発
注
者
か
ら
直
接
当
該
建
設
工
事
を
請
け
負
つ
た
特
定
建
設

 
 

一　

当
該
建
設
工
事
が
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

業
者
が
、
当
該
監
理
技
術
者
の
行
う
べ
き
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

す
る
場
合
に
お
け
る
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者 

職
務
を
補
佐
す
る
者
と
し
て
、
当
該
建
設
工
事
に
関
し
第
十
五
条
第
二
号
イ
、
ロ

イ　

当
該
建
設
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
未
満
と
な
る
も

又
は
ハ
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
を
当
該
工
事
現
場

の
で
あ
る
こ
と
。

に
専
任
で
置
く
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ　

当
該
建
設
工
事
の
工
事
現
場
間
の
移
動
時
間
又
は
連
絡
方
法
そ
の
他
の
当

該
工
事
現
場
の
施
工
体
制
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
し
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

ハ　

主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
が
当
該
建
設
工
事
の
工
事
現
場
の
状
況
の

確
認
そ
の
他
の
当
該
工
事
現
場
に
係
る
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
職
務
を
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
た
め
必
要
な
措
置

と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二　

当
該
建
設
工
事
の
工
事
現
場
に
、
当
該
監
理
技
術
者
の
行
う
べ
き
第
二
十
六

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
補
佐
す
る
者
と
し
て
、
当
該
建
設
工
事
に

関
し
第
十
五
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
政

令
で
定
め
る
者
を
専
任
で
置
く
場
合
に
お
け
る
監
理
技
術
者

４　

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
同
項
各
号
の
建
設
工
事
の
工
事
現
場
の
数
が
、
同

４　

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
工
事
現
場
の
数
が
、
同
一
の
特

一
の
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
が
各
工
事
現
場
に
係
る
第
二
十
六
条
の
四
第

例
監
理
技
術
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
監
理
技
術
者
を
い
う

一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
行
つ
た
と
し
て
も
そ
の
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
行
う
べ
き
各
工
事
現
場
に
係
る
第
二
十
六
条

お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
数
を
超
え
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
行
つ
た
と
し
て
も
そ
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を

。

生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
数
を
超
え
る
と
き
は
、
適
用

し
な
い
。

５　

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
専
任
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
監
理
技
術
者
（
同
項

５　

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
専
任
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
監
理
技
術
者
（
特
例

各
号
に
規
定
す
る
監
理
技
術
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
二
十

監
理
技
術
者
を
含
む
。
）
は
、
第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
理

七
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

技
術
者
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
第
二
十
六
条
の
五
か
ら

る
者
で
あ
つ
て
、
第
二
十
六
条
の
六
か
ら
第
二
十
六
条
の
八
ま
で
の
規
定
に
よ
り

第
二
十
六
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
講
習
を

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
講
習
を
受
講
し
た
も
の
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
を

受
講
し
た
も
の
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

（
略
）

６　

（
略
）
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（
営
業
所
技
術
者
等
に
関
す
る
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
の
職
務
の
特
例
） 

 
第
二
十
六
条
の
五　

建
設
業
者
は
、
第
二
十
六
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
建
設
工

（
新
設
）

事
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
七
条
（

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
十
五
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
及
び
同
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
営
業
所
の
営
業
所
技
術
者
又

は
特
定
営
業
所
技
術
者
に
つ
い
て
、
営
業
所
技
術
者
に
あ
つ
て
は
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
工
事
現
場
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
任
技
術
者
の

職
務
を
、
特
定
営
業
所
技
術
者
に
あ
つ
て
は
当
該
主
任
技
術
者
又
は
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
工
事
現
場
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
監
理
技
術
者
の
職
務

を
兼
ね
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一　

当
該
営
業
所
に
お
い
て
締
結
し
た
請
負
契
約
に
係
る
建
設
工
事
で
あ
る
こ
と

。 

二　

当
該
建
設
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
未
満
と
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三　

当
該
営
業
所
と
当
該
建
設
工
事
の
工
事
現
場
と
の
間
の
移
動
時
間
又
は
連
絡

方
法
そ
の
他
の
当
該
営
業
所
の
業
務
体
制
及
び
当
該
工
事
現
場
の
施
工
体
制
の

確
保
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四　

営
業
所
技
術
者
又
は
特
定
営
業
所
技
術
者
が
当
該
営
業
所
及
び
当
該
建
設
工

事
の
工
事
現
場
の
状
況
の
確
認
そ
の
他
の
当
該
営
業
所
に
お
け
る
建
設
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
及
び
履
行
の
業
務
に
関
す
る
技
術
上
の
管
理
に
係
る
職
務
並

び
に
当
該
工
事
現
場
に
係
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
（
次
項
に
お
い
て

「
営
業
所
職
務
等
」
と
い
う
。
）
を
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り

行
う
た
め
必
要
な
措
置
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
が
講
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

２　

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
工
事
現
場
の
数
が
、
営
業
所
技
術
者
又
は
特
定
営
業

所
技
術
者
が
当
該
工
事
現
場
に
係
る
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
の
職
務
を
兼

ね
て
行
つ
た
と
し
て
も
営
業
所
職
務
等
の
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ

が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
数
を
超
え
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。 

３　

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
理
技
術
者
の
職
務
を
兼
ね
て
行
う
特
定
営
業
所
技
術
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者
は
、
第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
第
二
十
六
条
第
五
項
の
講
習
を
受
講
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

前
項
の
特
定
営
業
所
技
術
者
は
、
発
注
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
監
理

技
術
者
資
格
者
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
六　

（
略
）　

第
二
十
六
条
の
五　

（
略
）　

（
欠
格
条
項
） 

（
欠
格
条
項
） 

第
二
十
六
条
の
七　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第
二

第
二
十
六
条
の
六　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第
二

十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

一　

（
略
） 

一　

（
略
） 

二　

第
二
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
講
習
の
登
録
を

二　

第
二
十
六
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
講
習
の
登
録
を

取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者 

取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者 

三　

（
略
）

三　

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
） 

（
登
録
の
要
件
等
） 

第
二
十
六
条
の
八　

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
申
請
の

第
二
十
六
条
の
七　

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
申
請
の

あ
つ
た
講
習
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録

あ
つ
た
講
習
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。 

一
・
二　

（
略
） 

一
・
二　

（
略
） 

三　

建
設
業
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

三　

建
設
業
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
。 

の
で
な
い
こ
と
。 

イ　

第
二
十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に

イ　

第
二
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
建
設
業
者
が
そ
の
親
法
人
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号

は
、
建
設
業
者
が
そ
の
親
法
人
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号

）
第
八
百
七
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。
第
二
十
七
条
の

）
第
八
百
七
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。
第
二
十
七
条
の

三
十
一
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。 

三
十
一
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。 

ロ
・
ハ　

（
略
） 

ロ
・
ハ　

（
略
） 
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２　

登
録
は
、
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

２　

登
録
は
、
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

（
略
） 

一　

（
略
） 

二　

第
二
十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
受
け
た
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。
）

二　

第
二
十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
受
け
た
講
習
（
以
下
単
に
「
講
習
」
と
い
う

を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及

。
）
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名

び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

三　

（
略
）

三　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
九　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
八　

（
略
）

（
講
習
の
実
施
に
係
る
義
務
） 

（
講
習
の
実
施
に
係
る
義
務
） 

第
二
十
六
条
の
十　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
二
十
六
条
の
八

第
二
十
六
条
の
九　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
二
十
六
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
並
び
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
並
び
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
） 

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
） 

第
二
十
六
条
の
十
一　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
第
二
十
六
条
の
八
第
二
項
第
二
号

第
二
十
六
条
の
十　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
第
二
十
六
条
の
七
第
二
項
第
二
号
又

又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す

は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る

る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

な
い
。

い
。

第
二
十
六
条
の
十
二　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
十
一　

（
略
）

（
業
務
の
休
廃
止
） 

（
業
務
の
休
廃
止
） 

第
二
十
六
条
の
十
三　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
講
習
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し

第
二
十
六
条
の
十
二　

登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
講
習
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し

、
又
は
廃
止
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か

、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
） 

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
） 

第
二
十
六
条
の
十
四　

（
略
） 

第
二
十
六
条
の
十
三　

（
略
） 

２　

建
設
業
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時
間
内
は

２　

建
設
業
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時
間
内
は
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、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又

、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又

は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ

は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三　

（
略
） 

一
～
三　

（
略
） 

四　

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す

四　

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交

る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省

通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載

令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た

し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

書
面
の
交
付
の
請
求

（
適
合
命
令
） 

（
適
合
命
令
） 

第
二
十
六
条
の
十
五　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
が
第
二
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規

第
二
十
六
条
の
十
四　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
が
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規

定
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し

定
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し

、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
） 

（
改
善
命
令
） 

第
二
十
六
条
の
十
六　

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
第
二
十
六
条
の

第
二
十
六
条
の
十
五　

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
第
二
十
六
条
の

十
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対

九
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対

し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
の
方
法
そ
の
他
の
業

し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
の
方
法
そ
の
他
の
業

務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
） 

（
登
録
の
取
消
し
等
） 

第
二
十
六
条
の
十
七　

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い

第
二
十
六
条
の
十
六　

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
登
録
講
習
実
施
機
関
の
行
う
講
習
の
登
録
を

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
登
録
講
習
実
施
機
関
の
行
う
講
習
の
登
録
を

取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る

取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。 

こ
と
が
で
き
る
。 

一　

第
二
十
六
条
の
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。 

一　

第
二
十
六
条
の
六
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。 

二　

第
二
十
六
条
の
十
一
か
ら
第
二
十
六
条
の
十
三
ま
で
、
第
二
十
六
条
の
十
四

二　

第
二
十
六
条
の
十
か
ら
第
二
十
六
条
の
十
二
ま
で
、
第
二
十
六
条
の
十
三
第

第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 
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三　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
六
条
の
十
四
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん

三　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
六
条
の
十
三
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る

だ
と
き
。 

請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。 

四
・
五　

（
略
）

四
・
五　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
十
八　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
十
七　

（
略
）

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
講
習
の
実
施
） 

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
講
習
の
実
施
） 

第
二
十
六
条
の
十
九　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
を
行
う
者
が
い
な
い
と
き
、
第
二

第
二
十
六
条
の
十
八　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
を
行
う
者
が
い
な
い
と
き
、
第
二

十
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
講
習
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出

十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
講
習
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出

が
あ
つ
た
と
き
、
第
二
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
登

が
あ
つ
た
と
き
、
第
二
十
六
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
登

録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部

録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
講

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
講

習
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が

習
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
講
習
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
講
習
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
十　

（
略
）

第
二
十
六
条
の
十
九　

（
略
）

（
報
告
の
徴
収
） 

（
報
告
の
徴
収
） 

第
二
十
六
条
の
二
十
一　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
の
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保

第
二
十
六
条
の
二
十　

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お

す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務

い
て
、
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告

又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
） 

（
立
入
検
査
） 

第
二
十
六
条
の
二
十
二　

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
の
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保

第
二
十
六
条
の
二
十
一　

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に

す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
事

お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の

務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
の
状
況
又
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

状
況
又
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２
・
３　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）
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（
公
示
） 

（
公
示
） 

第
二
十
六
条
の
二
十
三　

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を

第
二
十
六
条
の
二
十
二　

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を

官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一　

（
略
） 

一　

（
略
） 

二　

第
二
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。 

二　

第
二
十
六
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。 

三　

第
二
十
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。 

三　

第
二
十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。 

四　

第
二
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
取
り
消

四　

第
二
十
六
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
五
項
の
登
録
を
取
り
消

し
、
又
は
講
習
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。 

し
、
又
は
講
習
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。 

五　

第
二
十
六
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
り
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行

五　

第
二
十
六
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行

う
こ
と
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら
行
つ
て
い
た
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

う
こ
と
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら
行
つ
て
い
た
講
習
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
。

行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
） 

（
報
告
及
び
検
査
） 

第
二
十
七
条
の
十
二　

国
土
交
通
大
臣
は
、
試
験
事
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る

第
二
十
七
条
の
十
二　

国
土
交
通
大
臣
は
、
試
験
事
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
て
試
験
事
務
の
状
況
に

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
て
、
試
験
事
務
の

関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
指
定
試
験
機
関
の
事
務
所
に
立

状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
指
定
試
験
機
関
の
事
務

ち
入
り
、
試
験
事
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

所
に
立
ち
入
り
、
試
験
事
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２　

第
二
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

２　

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
経
営
状
況
分
析
） 

（
経
営
状
況
分
析
） 

第
二
十
七
条
の
二
十
四　

前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
分
析
（
以
下
「
経

第
二
十
七
条
の
二
十
四　

前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
分
析
（
以
下
「
経

営
状
況
分
析
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
の
三
十
一
の
規
定
及
び

営
状
況
分
析
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
の
三
十
一
及
び
第
二
十

第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
国

七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
」
と
い
う

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
」
と
い
う
。
）
が

。
）
が
行
う
も
の
と
す
る
。 

行
う
も
の
と
す
る
。 

２
～
４　

（
略
）

２
～
４　

（
略
）

（
準
用
規
定
） 

（
準
用
規
定
） 
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第
二
十
七
条
の
三
十
二　

第
二
十
六
条
の
七
、
第
二
十
六
条
の
九
か
ら
第
二
十
六
条

第
二
十
七
条
の
三
十
二　

第
二
十
六
条
の
六
、
第
二
十
六
条
の
八
か
ら
第
二
十
六
条

の
十
八
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十
一
か
ら
第
二
十
六
条
の
二
十
三
ま
で
の
規

の
十
七
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十
か
ら
第
二
十
六
条
の
二
十
二
ま
で
の
規
定

定
は
、
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

は
、
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
七

該
当
す
る
者
が
行
う
講

該
当
す
る
者
は
、
第
二

第
二
十
六
条
の
六

該
当
す
る
者
が
行
う
講

該
当
す
る
者
は
、
第
二

習
は
、
第
二
十
六
条
第

十
七
条
の
二
十
四
第
一

習
は
、
第
二
十
六
条
第

十
七
条
の
二
十
四
第
一

五
項

項

五
項

項

第
二
十
六
条
の
七
第
二

第
二
十
六
条
第
五
項
の

第
二
十
七
条
の
二
十
四

第
二
十
六
条
の
六
第
二

第
二
十
六
条
第
五
項
の

第
二
十
七
条
の
二
十
四

号

講
習

第
一
項

号

講
習

第
一
項

第
二
十
六
条
の
七
第
三

第
二
十
六
条
第
五
項
の

経
営
状
況
分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
六
第
三

第
二
十
六
条
第
五
項
の

経
営
状
況
分
析
の
業
務

号

講
習

号

講
習

第
二
十
六
条
の
九
第
一

第
二
十
六
条
第
五
項

第
二
十
七
条
の
二
十
四

第
二
十
六
条
の
八
第
一

第
二
十
六
条
第
五
項

第
二
十
七
条
の
二
十
四

項
、
第
二
十
六
条
の
十

第
一
項

項
、
第
二
十
六
条
の
十

第
一
項 

七
第
五
号
並
び
に
第
二

六
第
五
号
並
び
に
第
二

十
六
条
の
二
十
三
第
一

十
六
条
の
二
十
二
第
一

号
及
び
第
四
号

号
及
び
第
四
号

第
二
十
六
条
の
九
第
二

前
三
条

第
二
十
七
条
の
三
十
一

第
二
十
六
条
の
八
第
二

前
三
条

第
二
十
七
条
の
三
十
一

項

及
び
第
二
十
七
条
の
三

項

及
び
第
二
十
七
条
の
三

十
二
に
お
い
て
準
用
す

十
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
十
六
条
の
七

る
第
二
十
六
条
の
六

第
二
十
六
条
の
十
の
見

講
習
の
実
施
に
係
る

経
営
状
況
分
析
の

第
二
十
六
条
の
九
の
見

講
習
の
実
施
に
係
る

経
営
状
況
分
析
の

出
し

出
し
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第
二
十
六
条
の
十

第
二
十
六
条
の
八
第
一

国
土
交
通
省
令

第
二
十
六
条
の
九

第
二
十
六
条
の
七
第
一

国
土
交
通
省
令

項
第
一
号
及
び
第
二
号

項
第
一
号
及
び
第
二
号

に
掲
げ
る
要
件
並
び
に

に
掲
げ
る
要
件
並
び
に

国
土
交
通
省
令

国
土
交
通
省
令

講
習
を

経
営
状
況
分
析
を

講
習
を

経
営
状
況
分
析
を

第
二
十
六
条
の
十
一

第
二
十
六
条
の
八
第
二

第
二
十
七
条
の
三
十
一

第
二
十
六
条
の
十

第
二
十
六
条
の
七
第
二

第
二
十
七
条
の
三
十
一

項
第
二
号
又
は
第
三
号

第
三
項
第
二
号
又
は
第

項
第
二
号
又
は
第
三
号

第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号

三
号

第
二
十
六
条
の
十
二
（

講
習
規
程

経
営
状
況
分
析
規
程

第
二
十
六
条
の
十
一
（

講
習
規
程

経
営
状
況
分
析
規
程

見
出
し
を
含
む
。
）

見
出
し
を
含
む
。
）

第
二
十
六
条
の
十
二
第

講
習
に

経
営
状
況
分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
十
一
第

講
習
に

経
営
状
況
分
析
の
業
務

一
項

に

一
項

に

第
二
十
六
条
の
十
二
第

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
十
一
第

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の
業
務

一
項
、
第
二
十
六
条
の

の 

一
項
、
第
二
十
六
条
の

の

十
三
並
び
に
第
二
十
六

十
二
並
び
に
第
二
十
六

条
の
二
十
三
第
四
号
及

条
の
二
十
二
第
四
号
及

び
第
五
号

び
第
五
号

第
二
十
六
条
の
十
二
第

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の

第
二
十
六
条
の
十
一
第

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の

二
項
、
第
二
十
六
条
の

二
項
及
び
第
二
十
六
条

十
六
、
第
二
十
六
条
の

の
十
五 

二
十
一
及
び
第
二
十
六

条
の
二
十
二
第
一
項

第
二
十
六
条
の
十
二
第

講
習
に

経
営
状
況
分
析
に

第
二
十
六
条
の
十
一
第

講
習
に

経
営
状
況
分
析
に
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二
項
及
び
第
二
十
六
条

二
項
及
び
第
二
十
六
条

の
十
八

の
十
七

第
二
十
六
条
の
十
四
第

建
設
業
者

第
二
十
七
条
の
三
十
一

第
二
十
六
条
の
十
三
第

建
設
業
者

第
二
十
七
条
の
三
十
一

二
項

第
二
項
に
規
定
す
る
建

二
項 

第
二
項
に
規
定
す
る
建

設
業
者

設
業
者

第
二
十
六
条
の
十
五

講
習
が
第
二
十
六
条
の

登
録
経
営
状
況
分
析
機

第
二
十
六
条
の
十
四

講
習
が
第
二
十
六
条
の

登
録
経
営
状
況
分
析
機

八
第
一
項 

関
が
第
二
十
七
条
の
三

七
第
一
項 

関
が
第
二
十
七
条
の
三

十
一
第
二
項

十
一
第
二
項

第
二
十
六
条
の
十
六

第
二
十
六
条
の
十

第
二
十
七
条
の
三
十
二

第
二
十
六
条
の
十
五

第
二
十
六
条
の
九

第
二
十
七
条
の
三
十
二

に
お
い
て
準
用
す
る
第

に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
十
六
条
の
十
又
は
第

二
十
六
条
の
九
又
は
第

二
十
七
条
の
三
十
三

二
十
七
条
の
三
十
三

同
条
の
規
定
に
よ
る
講

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

同
条
の
規
定
に
よ
る
講

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

習　

経
営
状
況
分
析
の
業
務

習　

経
営
状
況
分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
十
七

当
該
登
録
講
習
実
施
機

そ
の
登
録

第
二
十
六
条
の
十
六

当
該
登
録
講
習
実
施
機

そ
の
登
録 

関
の
行
う
講
習
の
登
録

関
の
行
う
講
習
の
登
録

講
習
の
全
部

経
営
状
況
分
析
の
業
務

講
習
の
全
部

経
営
状
況
分
析
の
業
務

の
全
部

の
全
部

第
二
十
六
条
の
二
十
三

第
二
十
六
条
の
十
九

第
二
十
七
条
の
三
十
五

第
二
十
六
条
の
二
十
二

第
二
十
六
条
の
十
八

第
二
十
七
条
の
三
十
五

第
五
号

第
五
号

（
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
の
実
施
） 

（
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
の
実
施
） 
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第
二
十
七
条
の
三
十
五　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
七
条
の

第
二
十
七
条
の
三
十
五　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
七
条
の

二
十
四
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
が
い
な
い
と
き
、
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に

二
十
四
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
が
い
な
い
と
き
、
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
第
二
十
七
条
の
三
十

全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
第
二
十
七
条
の
三
十

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
の
二
十

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
の
二
十

四
第
一
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
に
対
し
経
営
状

四
第
一
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
に
対
し
経
営
状

況
分
析
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
経
営
状
況

況
分
析
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
経
営
状
況

分
析
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の
全
部
又
は
一

分
析
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の
全
部
又
は
一

部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
必
要
が

部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
経
営
状
況
分
析
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う

こ
と
が
で
き
る
。 

こ
と
が
で
き
る
。 

２
～
５　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

（
指
示
及
び
営
業
の
停
止
） 

（
指
示
及
び
営
業
の
停
止
） 

第
二
十
八
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
建
設

第
二
十
八
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
建
設

業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
（
第
十

業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
（
第
十

九
条
の
三
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
四
条

九
条
の
三
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
四
、

の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
並
び
に
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
き

第
二
十
四
条
の
五
並
び
に
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
き
、
公
共

、
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
入
札
契
約
適
正
化
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第

百
二
十
七
号
。
以
下
「
入
札
契
約
適
正
化
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二
項
及
び

項
及
び
第
四
項
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
入
札
契
約
適
正
化
法
第

第
四
項
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
入
札
契
約
適
正
化
法
第
十
五
条

十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
若
し
く
は
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
若
し
く
は
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
こ
の
条

確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

に
お
い
て
「
履
行
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第

て
「
履
行
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
七
条
第

七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規

二
項
、
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違

定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
設
業
者
に
対
し
て
、
必
要
な
指
示
を

反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
設
業
者
に
対
し
て
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
建
設
業
者
が
第
四
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規

と
が
で
き
る
。
特
定
建
設
業
者
が
第
四
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
も
、
同

る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
も
、
同
様
と
す

様
と
す
る
。 

る
。 
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一
～
九　

（
略
） 

一
～
九　

（
略
） 

２
～
７　

（
略
）

２
～
７　

（
略
）

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
） 

（
報
告
及
び
検
査
） 

第
三
十
一
条　

国
土
交
通
大
臣
は
、
建
設
業
を
営
む
全
て
の
者
に
対
し
て
、
都
道
府

第
三
十
一
条　

国
土
交
通
大
臣
は
、
建
設
業
を
営
む
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
、
都
道

県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
建
設
業
を
営
む
者
に
対
し
て
、
こ
の
法

府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
建
設
業
を
営
む
者
に
対
し
て
、
特
に

律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
、
財
産
若
し
く
は
工
事
施
工
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
、
財
産
若
し
く
は
工
事
施
工
の
状
況

状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
営
業
所
そ
の
他
営
業
に

に
つ
き
、
必
要
な
報
告
を
徴
し
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
営
業
所
そ
の
他
営
業
に

関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と

関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

が
で
き
る
。 

２　

第
二
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

２　

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
設
置
等
） 

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
設
置
等
） 

第
三
十
四
条　

国
土
交
通
省
に
、
中
央
建
設
業
審
議
会
を
置
く
。 

第
三
十
四
条　

こ
の
法
律
、
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
及
び
入

 

札
契
約
適
正
化
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、

国
土
交
通
省
に
、
中
央
建
設
業
審
議
会
を
設
置
す
る
。

２　

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

２　

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
建
設
工
事
の
標
準
請
負
契
約
約
款
、
入
札
の
参
加
者

権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
ほ
か
、
建
設
工
事
の
標
準
請
負
契
約
約

の
資
格
に
関
す
る
基
準
、
予
定
価
格
を
構
成
す
る
材
料
費
及
び
役
務
費
以
外
の
諸

款
、
建
設
工
事
の
工
期
及
び
労
務
費
に
関
す
る
基
準
、
入
札
の
参
加
者
の
資
格
に

経
費
に
関
す
る
基
準
並
び
に
建
設
工
事
の
工
期
に
関
す
る
基
準
を
作
成
し
、
並
び

関
す
る
基
準
並
び
に
予
定
価
格
を
構
成
す
る
材
料
費
及
び
役
務
費
以
外
の
諸
経
費

に
そ
の
実
施
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

に
関
す
る
基
準
を
作
成
し
、
並
び
に
そ
の
実
施
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
公
共
工
事
の
前
払

（
新
設
）

金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
及
び
入
札
契
約
適
正
化
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限

に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
調
査
等
） 

 

第
四
十
条
の
四　

国
土
交
通
大
臣
は
、
請
負
契
約
の
適
正
化
及
び
建
設
工
事
に
従
事

（
新
設
）

す
る
者
の
適
正
な
処
遇
の
確
保
を
図
る
た
め
、
建
設
業
者
に
対
し
て
、
建
設
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
の
状
況
、
第
二
十
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定



- 21 -

に
よ
る
通
知
又
は
協
議
の
状
況
、
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
措

置
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
き
、
必
要
な
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

２　

国
土
交
通
大
臣
は
、
中
央
建
設
業
審
議
会
に
対
し
、
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規

定
す
る
基
準
の
作
成
に
資
す
る
よ
う
、
前
項
の
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
中
央
建
設
業
審
議
会
の
求
め

が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
設
資
材
製
造
業
者
等
に
対
す
る
勧
告
及
び
命
令
等
） 

（
建
設
資
材
製
造
業
者
等
に
対
す
る
勧
告
及
び
命
令
等
） 

第
四
十
一
条
の
二　

（
略
） 

第
四
十
一
条
の
二　

（
略
） 

２
～
４　

（
略
） 

２
～
４　

（
略
） 

５　

第
二
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

５　

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
公
正
取
引
委
員
会
へ
の
措
置
請
求
等
） 

（
公
正
取
引
委
員
会
へ
の
措
置
請
求
等
） 

第
四
十
二
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
建
設

第
四
十
二
条　

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
許
可
を
受
け
た
建
設

業
者
が
第
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、

業
者
が
第
十
九
条
の
三
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十

第
二
十
四
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
又
は
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
若
し
く
は

四
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
又
は
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項

第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
事
実
が
私
的
独
占
の
禁
止

の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
事
実
が
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認

正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と

め
る
と
き
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
同
法
の
規
定
に
従
い
適
当
な
措
置
を

き
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
同
法
の
規
定
に
従
い
適
当
な
措
置
を
と
る
べ

と
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

（
中
小
企
業
庁
長
官
に
よ
る
措
置
） 

 

第
四
十
二
条
の
二　

中
小
企
業
庁
長
官
は
、
中
小
企
業
者
で
あ
る
下
請
負
人
の
利
益

第
四
十
二
条
の
二　

中
小
企
業
庁
長
官
は
、
中
小
企
業
者
で
あ
る
下
請
負
人
の
利
益

を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
元
請
負
人
若
し
く
は
下

を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
元
請
負
人
若
し
く
は
下

請
負
人
に
対
し
そ
の
取
引
に
関
す
る
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
元
請
負

請
負
人
に
対
し
そ
の
取
引
に
関
す
る
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
元
請
負
人

人
若
し
く
は
下
請
負
人
の
営
業
所
そ
の
他
営
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り

若
し
く
は
下
請
負
人
の
営
業
所
そ
の
他
営
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、

、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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２　

第
二
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

２　

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

３　

中
小
企
業
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
又
は
立
入
検
査
の
結

３　

中
小
企
業
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
検
査
の
結
果
中
小
企

果
中
小
企
業
者
で
あ
る
下
請
負
人
と
下
請
契
約
を
締
結
し
た
元
請
負
人
が
第
十
九

業
者
で
あ
る
下
請
負
人
と
下
請
契
約
を
締
結
し
た
元
請
負
人
が
第
十
九
条
の
三
、

条
の
三
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の

第
十
九
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
四
、
第
二
十
四
条

四
、
第
二
十
四
条
の
五
又
は
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定

の
五
又
は
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る

に
違
反
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
事
実
が
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

事
実
が
あ
り
、
そ
の
事
実
が
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る

の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
正
取
引
委
員
会

公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
同
法
の
規
定
に
従
い
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と

に
対
し
、
同
法
の
規
定
に
従
い
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

で
き
る
。 

４　

（
略
）

４　

（
略
）

第
四
十
七
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

第
四
十
七
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は

た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一　

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
を
受
け
な
い
で
建
設
業
を
営
ん
だ

一　

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
を
受
け
な
い
で
建
設
業
を
営
ん
だ

と
き
。 

者 

二　

第
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
下
請
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。 

二　

第
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
下
請
契
約
を
締
結
し
た
者 

三　

第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
停
止
の
処
分
に
違
反

三　

第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
停
止
の
処
分
に
違
反

し
て
建
設
業
を
営
ん
だ
と
き
。 

し
て
建
設
業
を
営
ん
だ
者 

四　

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
禁
止
の
処
分
に
違
反
し
て

四　

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
禁
止
の
処
分
に
違
反
し
て

建
設
業
を
営
ん
だ
と
き
。 

建
設
業
を
営
ん
だ
者 

五　

虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
第
三
条
第
一
項
の
許
可
（
同
条
第
三
項

五　

虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
第
三
条
第
一
項
の
許
可
（
同
条
第
三
項

の
許
可
の
更
新
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若

の
許
可
の
更
新
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若

し
く
は
第
十
七
条
の
三
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
。 

し
く
は
第
十
七
条
の
三
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
者 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

第
四
十
九
条　

第
二
十
六
条
の
十
七
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
九
条　

第
二
十
六
条
の
十
六
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
（
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
講
習
、
試
験
事
務
、
交

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
講
習
、
試
験
事
務
、
交

付
等
事
務
又
は
経
営
状
況
分
析
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反

付
等
事
務
又
は
経
営
状
況
分
析
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
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行
為
を
し
た
登
録
講
習
実
施
機
関
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

行
為
を
し
た
登
録
講
習
実
施
機
関
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
、
指
定
試
験
機
関
若
し
く
は
指
定
資
格
者
証
交

そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
、
指
定
試
験
機
関
若
し
く
は
指
定
資
格
者
証
交

付
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
（
そ
の
者
が
法
人

付
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
（
そ
の
者
が
法
人

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
（
第
五
十
一
条
に

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
（
第
五
十
一
条
に

お
い
て
「
登
録
講
習
実
施
機
関
等
の
役
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
一
年
以
下
の
懲

お
い
て
「
登
録
講
習
実
施
機
関
等
の
役
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
一
年
以
下
の
懲

役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

第
五
十
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
百

者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一　

第
五
条
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

一　

第
五
条
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
書
又
は
第
六
条
第
一
項
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

許
可
申
請
書
又
は
第
六
条
第
一
項
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
と
き
。 

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
者 

二　

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

二　

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
書
類
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
書
類
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ

れ
を
提
出
し
た
と
き
。 

れ
を
提
出
し
た
者 

三　

第
十
一
条
第
五
項
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

三　

第
十
一
条
第
五
項
（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
つ
た
と
き
。 

定
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
つ
た
者 

四　

第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
二
項
の

四　

第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
二
項
の

申
請
書
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
十
六

申
請
書
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
十
六

第
三
項
の
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
と
き
。 

第
三
項
の
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
者 

２　

（
略
）

２　

（
略
）

第
五
十
一
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

第
五
十
一
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

た
登
録
講
習
実
施
機
関
等
の
役
職
員
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

た
登
録
講
習
実
施
機
関
等
の
役
職
員
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一　

第
二
十
六
条
の
十
三
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

一　

第
二
十
六
条
の
十
二
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
講
習
若
し
く
は
経
営
状
況
分
析
の

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
講
習
若
し
く
は
経
営
状
況
分
析
の

業
務
の
全
部
を
廃
止
し
、
又
は
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の

業
務
の
全
部
を
廃
止
し
、
又
は
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の

十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
な
い
で
試
験
事
務
若
し
く
は
交
付
等
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。 

け
な
い
で
試
験
事
務
若
し
く
は
交
付
等
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。 

二　

第
二
十
六
条
の
十
八
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

二　

第
二
十
六
条
の
十
七
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
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含
む
。
）
又
は
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿

含
む
。
）
又
は
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿

に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な

に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な

か
つ
た
と
き
。 

か
つ
た
と
き
。 

三　

第
二
十
六
条
の
二
十
一
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

三　

第
二
十
六
条
の
二
十
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の
十
九
第

含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規

規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を

定
に
よ
る
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し

し
、
又
は
第
二
十
六
条
の
二
十
二
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す

、
又
は
第
二
十
六
条
の
二
十
一
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検

場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
五
十
四
条　

第
二
十
六
条
の
十
四
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準

第
五
十
四
条　

第
二
十
六
条
の
十
三
第
一
項
（
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
等
を
備
え
て
置
か
ず
、

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
等
を
備
え
て
置
か
ず
、

財
務
諸
表
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、

財
務
諸
表
等
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、

又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
六
条
の
十
四
第
二
項
各
号
（
第
二
十
七
条

又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
六
条
の
十
三
第
二
項
各
号
（
第
二
十
七
条

の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ

の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ

者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
八
関
係
） 

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
七
関
係
） 

（
略
）

（
略
）
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○　

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

目
次 

目
次 

第
一
章
～
第
四
章　

（
略
） 

第
一
章
～
第
四
章　

（
略
） 

第
五
章　

施
工
体
制
の
適
正
化
（
第
十
四
条
―
第
十
七
条
） 

第
五
章　

施
工
体
制
の
適
正
化
（
第
十
四
条
―
第
十
六
条
） 

第
六
章　

適
正
化
指
針
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
） 

第
六
章　

適
正
化
指
針
（
第
十
七
条
―
第
二
十
条
） 

第
七
章　

国
に
よ
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
等
（
第
二
十
二
条
・
第
二
十

第
七
章　

国
に
よ
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
等
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十

三
条
） 

二
条
） 

附
則

附
則

（
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
へ
の
通
知
） 

（
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
へ
の
通
知
） 

第
十
一
条　

各
省
各
庁
の
長
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
等
が
発
注
す
る
公
共
工
事
の
入
札

第
十
一
条　

各
省
各
庁
の
長
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
等
が
発
注
す
る
公
共
工
事
の
入
札

及
び
契
約
に
関
し
、
当
該
公
共
工
事
の
受
注
者
で
あ
る
建
設
業
者
（
建
設
業
法
第

及
び
契
約
に
関
し
、
当
該
公
共
工
事
の
受
注
者
で
あ
る
建
設
業
者
（
建
設
業
法
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
次
の

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
建

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
建

設
業
者
が
建
設
業
の
許
可
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
及
び
当

設
業
者
が
建
設
業
の
許
可
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
及
び
当

該
事
実
に
係
る
営
業
が
行
わ
れ
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ

該
事
実
に
係
る
営
業
が
行
わ
れ
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ

の
事
実
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

の
事
実
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

二　

第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
建
設
業
法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第

え
て
適
用
さ
れ
る
建
設
業
法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第

四
項
又
は
同
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
、
第
十
九
条
の
五
、
第
二
十
条
第
二
項

四
項
又
は
同
法
第
十
九
条
の
五
、
第
二
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
六
条
の

二
十
六
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と

二
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
。

。

（
入
札
金
額
の
内
訳
の
提
出
） 

（
入
札
金
額
の
内
訳
の
提
出
） 

第
十
二
条　

建
設
業
者
は
、
公
共
工
事
の
入
札
に
係
る
申
込
み
の
際
に
、
入
札
金
額

第
十
二
条　

建
設
業
者
は
、
公
共
工
事
の
入
札
に
係
る
申
込
み
の
際
に
、
入
札
金
額
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の
内
訳
（
材
料
費
、
労
務
費
及
び
当
該
公
共
工
事
に
従
事
す
る
労
働
者
に
よ
る
適

の
内
訳
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

正
な
施
工
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

も
の
そ
の
他
当
該
公
共
工
事
の
施
工
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
内
訳
を
い
う
。
）

を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
各
省
各
庁
の
長
等
の
責
務
） 

（
各
省
各
庁
の
長
等
の
責
務
） 

第
十
三
条　

（
略
） 

第
十
三
条　

（
略
） 

２　

各
省
各
庁
の
長
等
は
、
公
共
工
事
に
つ
い
て
、
主
要
な
資
材
の
供
給
の
著
し
い

（
新
設
）

減
少
、
資
材
の
価
格
の
高
騰
そ
の
他
の
工
期
又
は
請
負
代
金
の
額
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公

共
工
事
の
受
注
者
が
請
負
契
約
の
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
を
申
し
出
た
と
き

は
、
誠
実
に
当
該
協
議
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
工
体
制
台
帳
の
作
成
及
び
提
出
等
） 

（
施
工
体
制
台
帳
の
作
成
及
び
提
出
等
） 

第
十
五
条　

（
略
）

第
十
五
条　

（
略
）

２　

公
共
工
事
の
受
注
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
建
設
業

２　

公
共
工
事
の
受
注
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
建
設
業

法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
施
工
体
制
台
帳
（

法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
施
工
体
制
台
帳
（

以
下
「
施
工
体
制
台
帳
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

以
下
単
に
「
施
工
体
制
台
帳
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
当
該
公
共
工
事
に
関
す
る
工
事
現
場
の
施
工
体

と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
作
成
し
た
施
工
体
制
台
帳
（
同
項
の
規
定

制
を
発
注
者
が
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

に
よ
り
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
新
た
に

る
措
置
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
作

作
成
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
写
し
を
発
注
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

成
し
た
施
工
体
制
台
帳
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
写
し
を

発
注
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３　

前
項
の
公
共
工
事
の
受
注
者
は
、
発
注
者
か
ら
、
公
共
工
事
の
施
工
の
技
術
上

３　

前
項
の
公
共
工
事
の
受
注
者
は
、
発
注
者
か
ら
、
公
共
工
事
の
施
工
の
技
術
上

の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
者
（
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
施
工
技
術
者
」
と
い

の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
施
工
技
術
者
」
と
い
う
。
）
の
設

う
。
）
の
設
置
の
状
況
そ
の
他
の
工
事
現
場
の
施
工
体
制
が
施
工
体
制
台
帳
の
記

置
の
状
況
そ
の
他
の
工
事
現
場
の
施
工
体
制
が
施
工
体
制
台
帳
の
記
載
に
合
致
し

載
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
受
け
る

て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
拒
ん

こ
と
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

で
は
な
ら
な
い
。



- 27 -

（
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
） 

 
第
十
六
条　

公
共
工
事
に
つ
い
て
の
建
設
業
法
第
二
十
五
条
の
二
十
八
の
規
定
の
適

（
新
設
） 

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
特
定
建
設
業
者
」
と
あ
る
の
は

 

、
「
建
設
業
者
」
と
す
る
。

（
各
省
各
庁
の
長
等
の
責
務
） 

（
各
省
各
庁
の
長
等
の
責
務
） 

第
十
七
条　

（
略
） 

第
十
六
条　

（
略
） 

２　

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
各
省
各
庁
の
長
等
は
、
前
条
の
規
定

（
新
設
）

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
建
設
業
法
第
二
十
五
条
の
二
十
八
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
措
置
が
適
確
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
建
設
業
者
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
～
第
二
十
三
条　

（
略
）

第
十
七
条
～
第
二
十
二
条　

（
略
）


